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電話機の使用方法

ショートカット キー

ソフトキーの機能

電話スクリーンのアイコン

一般的な電話機の作業

電話機の使用方法

ショートカット キー

電話機の電源
をオンにする

（赤色のキー）を押し、電話機の

電源がオンになるまで押さえ続けま

す。

電話をかける 番号をダイヤルしてから、 （緑色

のキー）を押します（ダイヤル トー

ンはありません）。

コールに応答
する

（緑色のキー）を押します。

電話を切る （赤色のキー）を押します。

電話の機能に
アクセスする

機能に対応する または

（ソフトキー）を押します。他

の機能を表示するには、 または

を使用します。

メニュー オプ
ションにアク
セスする

メニューを表示するには、 （［メ

ニュー］）を押し、 または を使用

します。

電話機の電源
をオフにする

電話機の電源がオフになるまで、

（赤色のキー）を押し続けます。

キーパッドを
ロック / ロッ
ク解除する

（# キー）を押し続けます。

に、キーパッドがロックされた

ことが示されます。ロックを解除する

には、 を押して OK を押します。

呼出音とバイ
ブレーション
を切り替える

（* キー）を押し続けます。「バイ

ブレータオン」というテキストと

が表示されます。呼出音を有効に

するには、 を押します。 の表示

が消えます。

スピーカの音
量を調節する

を押して音量画面にします。 を

押して音量を上げるか、 を押してボ

リュームを下げます。

ボイス メッ
セージにアク
セスする

をしばらく押し続けて、ボイス

メッセージ システムに接続します。

リダイヤルす
る

を押して番号をダイヤルします。

を押して番号を探し、 を押し

ます。

#

#
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一般的な電話機の作業

コールの保留と
復帰

［ホリュウ］または［フッキ］を押
します。

別の番号にコー
ルを転送する

［テンソウ］を押し、転送先の電話
番号を入力してから、［テンソウ］
をもう一度押します。

リダイヤルする ［リダイヤル］または を押しま

す。 

電話機をミュー
トにする

［ミュートオン］を押します。マイ
クをオンにする場合は、［ミュート
オフ］を押します。

標準の会議コー
ルを開催する

［カイギ］を押します。番号をダイ
ヤルしてから、［カイギ］をもう一
度押します。上の手順を各通話者に
繰り返します。

内線の転送 ［フザイ］を押します。すべてのコー
ルを転送する相手の番号を入力し
ます。キャンセルするには、［フザ
イ］を押します。

履歴を使用する ［メニュー］>［デンワリレキ］を選
択して、履歴を選択します。ダイヤ
ルするには、リストを強調表示して

を押します。

卓上の電話機と
無線電話機間で
の 共 有 回 線 の
コールの切り替
え

アクティブ コールに接続している
電話機から、［ホリュウ］を押しま
す。もう一方の電話機から、［フッ
キ］を押してコールに接続します。 



ソフトキーの機能

タンシュク 短縮ダイヤルのインデックス番号を

使用してダイヤルする

オウトウ コールに応答する

ワリコミ 共有回線のコールに参加する

オリカエシ 話し中または呼び出し中の内線が応

対可能になったときに通知を受信す

る

キャンセル 変更内容を適用せずに、操作をキャ

ンセルまたは画面を終了する

C ワリコミ 共有回線のコールに参加し、会議を

開催する

フザイ コール転送を設定またはキャンセル

する

クリア レコードまたは設定を削除する

サンカシャ 会議の参加者を表示する

カイギ 会議コールを作成する

サクジョ 編集機能を使用しているときに、

カーソルの位置にある文字を削除す

る

ショウサイ レコードの詳細を表示する

ダイヤル 電話番号をダイヤルする

D テンソウ 2 つのコールを相互に転送する

ヘンシュウ 履歴の電話番号を編集する

シュウリョウ 現在のコールを切断する

G ピック 他のグループで鳴っているコールに

応答する

ソクテンソウ ボイス メッセージ システムにコール

を送信する

サンカ すでに 1 つの回線上にある複数の

コールをまとめて、1 つの会議コー

ルを作成する

メイワクコ 不審なコールを記録する

ミートミー Meet-Me 会議コールを開催する

メニュー 電話機のメニューにアクセスする

ハッシン 新しいコールを発信する

ミュートオン /
ミュートオフ

コールをミュートする / ミュートを

オフにする

短縮ダイヤル ホットキーの使用

ソノタ Grp 自分のグループに関連付けられてい

るグループで鳴っているコールに応

答する

パーク コール パークを使用してコールを保

存する

デンワチョウ 電話帳のメニュー オプションにアク

セスする

ピック 自分のグループで鳴っているコール

に応答する

ヒンシツ 問題のあるコールに関する情報をシ

ステム管理者に送信する

リダイヤル 最後にダイヤルした番号にリダイヤ

ルする

サクジョ 会議の参加者を削除する

フッキ 保留されたコールを復帰する

ドロップ 会議コールに最後に追加された参加

者を削除する

ホゾン 選択した設定を保存する

ケンサク ディレクトリのリストを検索する

センタク スクリーン上の項目を選択する

サービス 電話機サービスにアクセスする

テンソウ コールを転送する

コウシン 内容を更新する

ボリューム スピーカの音量を調節する

短縮ダイヤル 
ホットキーの
設定

［メニュー］>［ディレクトリ］>［デ

ンワチョウ］>［タンシュクダイア

ル］を選択します。 なしの短縮ダ

イヤルまでスクロールします。

［ショウサイ］を押し、次に［ヘン

シュウ］を押して電話番号を入力し

ます。 

短縮ダイヤル 
ホットキーを
使用する

（キー 2 ～ 9）を押しながら、短

縮ダイヤル番号にアクセスします。

2
ABC

電話スクリーンのアイコン

電話帳エントリの作成

回線とコールの状態

コール転送が有効

コールの保留

接続コール

着信コール

電話回線

その他の機能

設定された短縮ダイヤル番号

設定されたサービス

BLF 回線は使用中

BLF 回線はアイドル状態

BLF インジケータはこの回線では使用不可

［メニュー］>［ディレクトリ］>［デンワチョウ］>
［ツイカ］を選択します。エントリ項目までスクロー

ルして選択し、［ヘンシュウ］を押します。 

キーパッドと次のショートカット キーを使用して、名

前と電話番号を入力します。

テキスト：番号キーを 1 ～ 3 回押して正しい文字を入

力します。スペースの場合は、 または を押します。 
大文字： を押して、大文字と小文字を切り替えま

す。 または が画面の右に表示されます。

番号：番号キーを 4 回押します。 
記号： を押して記号表を表示します。矢印を使用

して目的の記号まで移動し、［シヨウ］を押して挿入

します。

#
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スタートアップ ガイド

このガイドの使用方法

このガイドでは、電話機で使用可能な機能の概要について説明しています。電話機の機能について確

実に理解するには、このガイドをよく読んでください。次の表に、よく使用される項目を示します。

目的 操作

重要な安全情報を参照する P.3 の「安全と性能に関する情報」を参照してください。

電話をネットワークに接続する P.8 の「電話機の接続」を参照してください。

設置後に電話機を使用する P.15 の「電話機の概要」を参照してください。

ボタンとメニューについて P.19 の「機能ボタンとメニューについて」を参照してください。

電話スクリーンについて調べる P.18 の「電話スクリーンの機能について」を参照してください。

コールを発信する P.23 の「コールの発信：基本オプション」を参照してください。

コールを保留にする P.27 の「コールの保留と復帰」を参照してください。

ミュートにする P.28 の「ミュートの使用」を参照してください。

コールを転送する P.29 の「コールの転送」を参照してください。

会議コールを発信する P.32 の「会議コールの使用方法」を参照してください。

別の番号にコールを転送する P.31 の「すべてのコールの別の電話番号への転送」を参照してく

ださい。

電話番号を共有する P.38 の「共有回線について」を参照してください。

別の電話機で呼び出し中のコール

に応答する

P.36 の「自分の電話機で他の電話機の着信に応答する」を参照し

てください。

短縮ダイヤルを設定する P.49 の「短縮ダイヤル」を参照してください。

呼出音の音量やトーンを変更する P.58 の「電話設定の使用」を参照してください。

不在履歴を表示する P.63 の「履歴の使用」を参照してください。

ボイス メッセージを聞く P.68 の「ボイス メッセージへのアクセス」を参照してください。

ソフトキーの定義を確認する このガイドの冒頭にあるクイック リファレンス カードを参照し

てください。
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その他の情報の入手先

WWW 上の次の URL から、シスコ製品の最新資料を入手することができます。

http://www.cisco.com/techsupport

シスコの Web サイトには、次の URL からアクセスしてください。

http://www.cisco.com/

また、シスコの Web サイトの各国語版へは、次の URL からアクセスできます。

http://www.cisco.com/public/countries_languages.shtml

Cisco Unified Wireless IP Phone と規制国

この電話の無線周波数（RF）は、国ごとの規制に基づき設定されています。この電話をその規制国外

で使用した場合は、電話が正しく機能せず、その国の規制に違反する場合があります。

http://www.cisco.com/techsupport
http://www.cisco.com
http://www.cisco.com/public/countries_languages.shtml
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安全と性能に関する情報

次の安全上の注意事項をお読みになってから、Cisco Unified Wireless IP Phone の設置と使用を始めてく

ださい。

警告 安全上の重要な注意事項

「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。装置の取

り扱い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止策をとるよう努

めてください。警告の各国語版を参照するには、各注意事項の番号と、装置に付属の

「Translation Safety Warnings」の番号を照らし合せてください。ステートメント 1071

これらの注意事項を保管しておいてください。

警告 システムを電源に接続する前に、取り付け手順をお読みください。

警告 バッテリ チャージャーのプラグとソケットは重要な切断手段となるため、常に手の届く場

所に配置してください。

警告 この装置は、通常の操作では商用電源に依存しているため、電源異常時には緊急サービス

を利用できません。緊急サービスを利用する場合は、別の手段が必要です。緊急サービス

へアクセスする場合、この装置の通話制限機能の影響を受けることがあります。

警告 高濃度の引火性ガスが発生する場所など、危険な環境で Cisco Wireless IP Phone 7920 を使

用しないでください。このような環境で無線デバイスを使用する前に、設置場所の安全管

理責任者に確認してください。バッテリ チャージャーでは、屋内取り付けの一環として短

絡（過電流）保護を行う必要があります。国および各地域の配線規制に準拠して取り付け

を行ってください。
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バッテリの安全上の注意事項

次に示すバッテリの安全上の注意事項は、Cisco Wireless IP Phone 7920 の専用バッテリに適用されます。

警告 バッテリの取り扱い方を間違えると破裂、発火の危険があります。バッテリは、必ずシス

コが指定する型番のバッテリに交換してください。使用済みのバッテリは、各自治体の条

例などに従って廃棄してください。

警告 バッテリ パックを火または水の中に廃棄しないでください。火の中に捨てると、バッテリ

が爆発する可能性があります。

注意 バッテリ パックは、この装置だけで使用することを目的としています。

注意 バッテリ パックを分解、粉砕、破壊、または焼却しないでください。

注意 バッテリ パックの発火、消耗、または損傷の危険を防ぐために、バッテリ端子に金属を

触れさせないようにしてください。

注意 損傷または漏電したバッテリの取り扱いには、十分注意してください。電解液に触れた場

合は、触れた部分を石鹸と水で洗ってください。電解液が目に入った場合は、水で 15 分
間目を洗い流し、医師の診察を受けてください。
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注意 気温が 104 °F（40 ℃）を超える場合は、バッテリ パックを充電しないでください。

注意 バッテリ パックを保管するときは、高温（140 °F、60 ℃超）にさらさないでください。

注意 バッテリ パックを廃棄するときは、バッテリの廃棄またはリサイクルに関する地域の制

限について、お住まいの地域の条例などの規則をご確認ください。

注意 交換用バッテリを入手するには、お近くの販売店にお問い合せください。シスコの部品番

号の付いたバッテリだけを使用してください。 
標準バッテリ：CP-BATT-7920-STD
拡張使用バッテリ：CP-BATT-7920-EXT

注意 ご使用の電話機に付属しているシスコの電源だけを使用してください。電源を交換する必

要がある場合は、シスコの部品番号のリストを参照してください。 
北米：CP-PWR-7920-NA
中央ヨーロッパ：CP-PWR-7920-CE
英国：CP-PWR-7920-UK
中国：CP-PWR-7920-CN
日本：CP-PWR-7920-JP

警告の各国語表記については、この製品に付属している『Regulatory Compliance and Safety Information
for the Cisco Wireless IP Phone 7920』を参照してください。
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停電

電話を使用して緊急サービスにアクセスできるかどうかは、電力が供給されている無線アクセス ポイ

ントに依存します。電源障害がある場合、電源が復旧するまで、利用および緊急コール サービス ダイ

ヤルは機能しません。電源の異常および障害が発生した場合は、装置をリセットまたは再設定してか

ら、利用および緊急コール サービスへのダイヤルを行う必要があります。

外部デバイスの使用

次の情報は、Cisco IP Phone で外部デバイスを使用する場合に適用されます。

シスコでは、不要な Radio Frequency（RF; 無線周波数）および Audio Frequency（AF; 可聴周波数）が

シールドされた高品質の外部デバイス（ヘッドセットなど）の使用を推奨しています。 

これらのデバイスの品質や、携帯電話および双方向ラジオなど他のデバイスとの間隔によっては、雑

音が入ることもあります。その場合は、次のいずれかの方法で対処してください。

• RF または AF の信号源から外部デバイスを離す。 

• RF または AF の信号源から外部デバイスのケーブルの経路を離す。 

• 外部デバイス用にシールドされたケーブルを使用するか、シールドおよびコネクタが高品質のケー

ブルを使用する。 

• 外部デバイスのケーブルを短くする。 

• 外部デバイスのケーブルに、フェライトまたは同様のデバイスを適用する。 

シスコでは、外部デバイス、ケーブル、コネクタの品質については制御できないため、システム パ
フォーマンスを保証することはできません。良品質のケーブルおよびコネクタを使用して適切なデバ

イスを接続すると、十分なシステム パフォーマンスを得られます。 

注意 欧州連合諸国では、EMC Directive [89/336/EC] に完全に準拠した外部ヘッドセットだけを

使用してください。
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アクセシビリティ機能

アクセシビリティ機能のリストをご希望の場合は、お問い合せください。
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電話機の接続

システム管理者は、ユーザの新規 Cisco Unified Wireless IP Phone の設定を行い、社内の Voice over
Wireless LAN（VoWLAN）の IP テレフォニー ネットワークに接続します。

電話機のバッテリの取り付けと取り外し

Cisco Unified Wireless IP Phone 7920 を使用し始める前に、バッテリを取り付けて充電する必要がありま

す。 

バッテリの取り付けまたは取り外しを行うには、次の手順を実行します。

目的 操作

バッテリの取り付け 1. 電話機の下側にあるスロットに、バッテリの爪をはめ込みます。バッ

テリと電話機の電源端子がそれぞれ向かい合っている必要がありま

す。

2. バッテリが固定されるまで、バッテリを電話機の本体に押し込みます。

バッテリの取り外し 1. 固定している爪を押し下げます。

2. バッテリを持ち上げて取り外します。
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1 固定用の爪：これを押してバッテリを取りはずします。

2 バッテリの爪：バッテリを取り付けるときには、電話機の下側近くにあるスロットにこれらをは

め込みます。

3 電源端子：バッテリの端子と電話機の端子が向かい合うようにします。

2 2

79
67

5

1

3
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電話機のバッテリの充電

充電式のバッテリにより、Cisco Unified Wireless IP Phone 7920 に電力が供給されます。バッテリを充電

するには、次の手順を実行します。

ヒント

• 電話機は、バッテリの電力レベルが低くなるとそれを検出し、アクティブなユーザのプロファイル

で指定された警告トーンとともに「デンチザンリョウ（テイ）」という警告メッセージを表示します。

• 標準バッテリでは、最高 3 時間 30 分の連続通話と 21 時間の連続待ち受けが可能になります。拡張

バッテリでは、最高 4 時間 15 分の連続通話と 30 時間の連続待ち受けが可能になります。

• バッテリの充電のオプションと時期の詳細については、『Cisco Unified Wireless IP Phone 7920 
Accessory Guide』の「Desktop Charger」の項を参照してください。

目的 操作

バッテリの充電 1. 電源のケーブルを、電話機のコネクタに接続します。

2. 電源を AC 壁コンセントに差し込みます。バッテリの充電が始まると、

そのことが画面に表示されます。

3. 標準バッテリの場合は約 3 時間 30 分、拡張バッテリの場合は約 4 時間

30 分充電します。バッテリが充電されると、そのことが画面に表示さ

れます。

4. バッテリの充電が完了したら、電話機からチャージャーを取りはずし

て、AC 壁コンセントから電源をはずしてください。

7920

1
2
ABC

3
DEF

4
5

JKL

6
MNO

GHI

7
8
TUV

9
W

XYZ

PQRS

0

#

79
67

6

http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/voice/c_ipphon/english/wip7920/7920acce.htm
http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/voice/c_ipphon/english/wip7920/7920acce.htm
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電話機の電源オン

バッテリを充電後、電話をかけたり受信したりするには、電話機の電源をオンにする必要があります。

ヒント

• 受信する信号が弱いと、電話機には「ジャクシンゴウヲケンシュツシマシタ」という警告メッセー

ジが表示され、アクティブなプロファイルで指定されているトーンまたはバイブレーションが送信

されます。詳細については、P.53 の「ユーザ プロファイルの選択」を参照してください。 

• 信号の到達範囲外に電話機を移動させると、無線 LAN との通信が失われます。

• 信号の到達範囲内に再び入った場合は、 （緑色のキー）を押せば、無線ネットワークに即座に接

続できます。

目的 操作

電話機の電源をオンにす

る

1. 電話機の電源がオンになるまで、 （赤色のキー）を押したままにし

ます。 

2. ユーザ名とパスワードを使用して無線ネットワークにアクセスする必

要があります。詳細については、P.12 の「ユーザ名とパスワードの設

定」を参照してください。

3. 認証が完了すると、電話機にメイン画面が表示され、電話を発信また

は着信できる状態になります。

信号の強度の確認 信号のアイコンには、無線アクセス ポイントとユーザの電話機の間の信号

強度が示されます。電話機でコールを発信または着信するには、2 ～ 6 本
のバーが必要です。
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ユーザ名とパスワードの設定

電話機の電源を最初にオンにしたときに、無線ネットワークにアクセスするためのユーザ名とパス

ワードを設定しなければならない場合があります。

TAPS を使用した登録

電話機を無線 LAN ネットワークに接続した後、システム管理者が Tool for Auto-Registered Phones
Support（TAPS）を使用して電話機の自動登録を指示する場合があります。TAPS は、新しい電話機に

も、既存の電話機を置き換える場合にも使用できます。 

TAPS に登録するには、システム管理者から提供された TAPS 内線番号を入力し、ボイス プロンプトに

従います。地域コードを含む、完全な内線番号を入力するように指示される場合があります。電話機

に確認メッセージが表示されたら、ハンドセットを置きます。電話機が再起動します。

目的 操作

ユーザ名とパスワードの

設定

1. ［メニュー］を押した後に を押して［プロファイル］メニューを表示

し、［センタク］を押します。

2. ［ネットワーク プロファイル］にスクロールして、［センタク］を押し

ます。

3. 現在のプロファイル名（ が付いている）までスクロールし、［セン

タク］を押します。

4. ［802.11b セッテイ］にスクロールして、［センタク］を押します。

5. EAP までスクロールして、［センタク］を押します。

6. ［ユーザメイ］または［パスワード］までスクロールして、［センタク］

を押します。

（注） システムのユーザ名の形式とパスワード情報については、シ
ステム管理者にお問い合せください。

7. ［ヘンシュウ］を押して、ユーザ名またはパスワードを入力します。こ

れについては、P.48 の「テキストの入力と編集」を参照してください。

（注） LEAP パスワードは、英数字を使用して 32 文字以内で入力し
てください。

8. 変更を確認するには、OK を押し、［モドル］を 3 回押します。 

9. ［ヘンコウノテキヨウ］までスクロールし、［センタク］を押して変更

内容を有効にします。 

10. メイン画面に戻るには、［モドル］または を押します。
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Cisco Unified Wireless IP Phone 7920 のアクセサリ

ご使用の電話機では、次の電話アクセサリを使用できます。

• 標準および拡張バッテリ

• 各地域用の電源

• デスクトップ チャージャー

• 標準コード式ヘッドセット

• キャリング ケース

アクセサリの一覧については、『Cisco Unified Wireless IP Phone 7920 Accessory Guide』を参照してくださ

い。

ヘッドセット情報

ヘッドセットを使用するには、ヘッドセットを電話機の右側にあるヘッドセット ポートに差し込みま

す。サポートされるヘッドセットの詳細については、『Cisco Unified Wireless IP Phone 7920 Accessory
Guide』を参照してください。

シスコシステムズでは、Cisco Unfied IP Phone で使用するサードパーティ製のヘッドセットについて社

内でテストを実施していますが、ヘッドセットまたはハンドセットのベンダーによる製品の動作の保

証やサポートは行っていません。Cisco IP Phone の展開場所では、環境やハードウェアによるそれぞれ

固有の不整合が発生する場合があるので、すべての環境に共通して適用できる「最良の」解決策を 1 つ
だけ見出すことは不可能です。ネットワークにヘッドセットを多数展開する前に、お客様の環境での

使用に最適かどうか、それらのヘッドセットについてテストすることをお勧めします。

ヘッドセットの種類によっては、その機械上または電子上の特性が原因で、Cisco Unfied IP Phone ユー

ザとリモートで会話中の通話相手に、通話相手自身の声の反響が聞こえる場合があります。

シスコシステムズでは、不要な Radio Frequency（RF; 無線周波数）および Audio Frequency（AF; 可聴周

波数）が遮蔽された高品質のヘッドセットなどの外部デバイスの使用を推奨しています。これらのデ

バイスの品質や、携帯電話および双方向ラジオなど他のデバイスとの間隔によっては、雑音が入るこ

ともあります。詳細については、P.6 の「外部デバイスの使用」を参照してください。

一部のヘッドセットが Cisco Unfied IP Phone での使用に適さないとされる主な理由は、ハム雑音が入る

可能性があるということです。このハム雑音は、リモートの通話相手だけに聞こえる場合も、リモー

トの通話相手と Cisco Unfied IP Phone ユーザの両方に聞こえる場合もあります。ハム雑音やブザーのよ

うな雑音は、電灯、近辺にある電気モーター、大型の PC モニタなど、外部ソースに原因があることが

あります。

http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/voice/c_ipphon/english/wip7920/7920acce.htm  
http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/voice/c_ipphon/english/wip7920/7920acce.htm
http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/voice/c_ipphon/english/wip7920/7920acce.htm
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音質に関するユーザの主観

物理的、機械的、および技術的なパフォーマンスより先に、まずヘッドセットによって提供される音

が、ユーザとリモートの通話相手にとって良質のものである必要があります。音質の判断は主観的な

ものであるため、シスコでは、特定のヘッドセットやハンドセットのパフォーマンスを保証すること

はできません。ただし、次に示すサイトに記載されているヘッドセットやハンドセットは、Cisco Unfied
IP Phone で使用した場合のパフォーマンスが優れていることが報告されています。

しかし、使用する環境でこれらの装置をテストし、適切なパフォーマンスが得られるかどうかを判断

するのは、最終的にお客様ご自身の責任になります。

ヘッドセットについては、次の URL を参照してください。

• http://www.vxicorp.com/cisco

• http://www.plantronics.com

http://www.vxicorp.com/cisco
http://www.plantronics.com
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電話機の概要

Cisco Unified Wireless IP Phone 7920 は、コンピュータで使用する同じ無線 LAN で音声通信を行うため

機能をすべて搭載した電話機です。この電話機を使用してコールの発信および受信、保留、転送、会

議コールの開設などの機能を使用できます。

この電話機を使用すると、基本的なコール処理機能に加えて、コール処理機能を拡張し生産性を高め

ることができます。

設定に応じて、この電話機は次の機能をサポートします。

• 社内ディレクトリ番号への無線アクセス

• ネットワーク データ、XML アプリケーション、および Web ベースのサービスへのアクセス

• ユーザ オプション Web ページを使用した、オンラインによる電話機の機能とサービスのカスタマ

イズ
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ボタンとハードウェアについて

電話機のボタンとハードウェアを次の図に示します。

74
96

2

1 2
ABC

3
DEF

4 5
JKL

6
MNOGHI

7920

7 8
TUV

9
WXYZPQRS

0 #

1

2

3

4

1

6

7

5
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1 左のソフトキー：ソフトキーの上にあるラベルの項目を有効にします。

右のソフトキー：ソフトキーの上にあるラベルの項目を有効にします。

2 応答 / 発信キー（緑色）：コールに応答したり、番号をダイヤルしたりします。

3 番号キー（0 ～ 9）：番号と文字の入力に使用します。

番号キー（2 ～ 9）：押し続けると短縮ダイヤル ホットキーが有効になります。

4 アスタリスク（*）キー：呼出音モードとバイブレーション モードを切り替えます。

大文字と小文字を切り替えます。P.48 の「テキストの入力と編集」を参照してください。

5 矢印キー：ある機能から別の機能に移動します。このマニュアルでは、方向を示す矢

印として、 、 、 、または を使用します。

6 電源 / 終了キー（赤色）：電話機の電源をオンまたはオフにしたり、呼出音を無音にし

たり、接続中のコールを終了したりします。P.26 の「コールへの応答」を参照してく

ださい。

7 シャープ（#）キー：キーパッドのロックとロック解除を切り替えます。

テキスト入力時は特殊文字にアクセスできます。

1

2
ABC

#
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電話スクリーンの機能について

次の図は、アクティブなコールがなく、スタンバイ モードになっているときの電話のメイン画面の外

観を示しています。ステータス行には、現在のコール状態（たとえば、［オプション］など）について

の情報が表示されます。

1 バッテリ アイコン：バッテリの充電レベルを示します。

2 バイブレーションのアイコン：電話がバイブレーション モードに設定されていること

を示します。

3 キー ロック アイコン：キーパッドがロックされていることを示します。

4 信号アイコン：信号の強度を示します。

5 3616
3520

内線番号：各電話回線を識別します。

6 右ソフトキー ラベル：［デンワチョウ］または［サービス］が表示され、通話中は機能

またはアクション ソフトキーが表示されます。

7 左ソフトキー ラベル：［メニュー］を表示し、通話中は機能またはアクション ソフト

キーを表示します。

8 CISCO 初期画面メッセージ：電話の電源をオンにすると画面にテキストが表示されます。こ

のテキストの内容は編集できます。P.60 の「電話スクリーンのカスタマイズ」を参照

してください。
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機能ボタンとメニューについて

電話のボタンは電話機能へのショートカットとして使用できます。［メニュー］ソフトキーからは、設

定および電話機能の電話メニューにアクセスできます。

電話機のボタンの使用

電話機のキーパッドは、頻繁に使用される次の機能へのショートカットとして使用できます。

目的 操作
参照先または
問い合せ先

電 話 機 の キ ー

パッドのロック

またはロック解

除

キーを押し続けます。画面に「キーロック オン」と表

示され、メイン画面の上側に アイコンが表示されます。

キーを押し続けます。画面に「キーロック オフ ?」と表

示されます。OK を押すと アイコンの表示が消えます。

P.62 の「キーパッド

の自動ロック設定」

呼出音モードと

バイブレーショ

ン モードの切り

替え

キーを押し続けます。画面に「バイブレータ オン」と

表示され、上部に アイコンが表示されます。

呼出音モードに切り替えるには、 キーを押し続けます。

画面に「バイブレータ オフ」と表示され、 アイコンが消

えます。

デフォルトの設定は「呼出音モード」です。

P.60 の「電話スクリー

ンのカスタマイズ」

ボイス メッセー

ジの聞き取り

キーをしばらくの間押してから離します。電話機がボ

イス メッセージ システムに接続されます。

P.68 の「ボイス メッ

セージへのアクセス」

短縮ダイヤル番

号へのアクセス

使用する短縮ダイヤル番号に対応する （または数字キー

2 ～ 9 のいずれか）を押し続けます。

P.49 の「短縮ダイヤ

ル」

コール中の音量

の変更

を押して、プライマリ回線のコールのスピーカ音量を調

節します。 

コールの音量の

変更

1. ［ボリューム］と表示されるまで、 または を押しま

す。

2. ［ボリューム］を押してスピーカの音量画面にアクセス

します。 

3. 音量を上げる場合は を押し、下げる場合は を押し

ます。

（注） 調節された音量の設定は、電話機の電源をオ
フにするまでそのままです。

P.54 の「ユーザ プロ

ファイルの設定の変

更」

#

#

1

2
ABC
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ヒント

電話機の電源をオフにした後もスピーカ音量の設定を維持するには、ユーザ プロファイルの音量設定

を変更する必要があります。P.54 の「ユーザ プロファイルの設定の変更」を参照してください。 

電話メニューの使用

電話の機能と設定の電話メニューにアクセスするには、次の手順を実行します。

1. 電話メニューにアクセスするには、［メニュー］ソフトキーを押します。 

2. 目的のメニューを表示するには、 または を押します。 

3. メニューのオプションを表示するには、［センタク］（ を使用）を押します。 

4. オプション間をスクロールするには、 または を使用します。

5. ［ディレクトリ］メニューの［タンシュク ダイアル］などのメニュー オプションを選択するには、

［タンシュク ダイアル］にスクロールして［センタク］を押します。

メニューの使用方法の詳細については、次のリストを参照してください。

メニュー 参照先または問い合せ先

ディレクトリ P.45 の「電話帳と短縮ダイヤルの使用方法」

メッセージ P.68 の「ボイス メッセージへのアクセス」

デンワリレキ P.63 の「履歴の使用」

プロファイル P.52 の「電話機のプロファイルの使用」

サービス P.71 の「Web での機能およびサービスの設定」

デンワノセッテイ P.58 の「電話設定の使用」

ネットワークノセッテイ P.83 の「電話管理データの表示」
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電話機の設定

電話スクリーンおよび電話機は、柔らかく乾いた布で軽く拭きます。電話機に液体や粉がかからない

ようにしてください。柔らかく乾いた布以外で拭くと、電話機の部品が汚れたり、故障したりする可

能性があります。

回線とコールの違いについて

ここでは、回線とコールの混同を避けるため、この 2 つの違いを説明します。

• 回線：電話をかける際に使用する電話番号に対応します。Cisco Unified Wireless IP Phone 7920 は、

6 回線までサポートします。電話機に割り当てられた回線の数は、電話スクリーンの右側で確認し

ます。割り当てられたディレクトリ番号と同じ数の回線を使用できます。

• コール：1 回線で複数のコールをサポートできます。電話機は、回線あたり 2 つまでのコールの接

続をサポートしますが、システム管理者は、ユーザの必要に応じてコール数を調整することができ

ます。アクティブとなり得るコールは常に 1 つに限定されるので、他のコールはすべて自動的に保

留状態になります。

（注） 画面に表示できるのは、4 つの回線またはコールだけです。それ以上の回線またはコールを表

示するには、スクロールする必要があります。

回線とコールのアイコンについて

電話機には、回線とコールの状態を示すアイコンが表示されます。

アイコン
回線またはコールの
状態 説明

オンフック回線 この回線には、コール アクティビティがありません。 

接続コール 通話相手に接続されている状態です。

着信コール いずれかの回線でコールの呼出音が鳴っています。

コールの保留 コールが保留されています。P.27 の「コールの保留と復帰」を

参照してください。

コール転送が有効 プライマリ回線を転送しました。P.31 の「すべてのコールの別

の電話番号への転送」を参照してください。
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機能のアベイラビリティについて

Cisco Unified Wireless IP Phone 7920 の操作方法および利用可能な機能は、お客様の社内で使用される

コール処理エージェント、またお客様の社内の電話機サポート チームが電話機システムを設定した内

容により異なることがあります。このため、このガイドに記載されている機能の一部がお使いの電話

機システムで利用できない、または動作が異なる場合があります。操作方法や機能のアベイラビリティ

の詳細については、お客様の社内のサポート デスクまたはシステム管理者にお問い合せください。
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基本的なコール処理

基本的なコール処理は、さまざまな機能とサービスを使用して行うことができます。機能のアベイラ

ビリティは異なることがあります。詳細については、システム管理者にお問い合わせください。

コールの発信：基本オプション

Cisco Unified Wireless IP Phone には、次のように、簡単に電話をかける方法がいくつか用意されていま

す。

目的 操作
参照先または
問い合せ先

電話をかける 1. 電話番号のダイヤル

2. 発信するには （緑色のキー）を押します。 

（注） ダイヤル トーンはありません。

P.15 の「電話機の概

要」

リダイヤルする を押して［リダイヤル］を表示してから、［リダイヤ

ル］を押して電話をかけます。

別 のコ ール がア ク

ティブなときにコー

ルを発信する（同じ回

線を使用）

1. ［ホリュウ］を押します。

2. を押すか、を押して［ハッシン］を表示します。

3. 番号をダイヤル、リダイヤル、または短縮ダイヤ

ルします。

P.27 の「コールの保留

と復帰」

通話履歴ログからの

ダイヤル

1. ［メニュー］>［デンワリレキ］>［フザイリレキ］、

［チャクシンリレキ］、または［ハッシンリレキ］

を選択します。

2. を押してリストを選択します。 

3. を押して電話をかけます。

P.63 の「履歴の使用」

発信履歴のリストに

ある番号のリダイヤ

ル

1. を押してリストを表示します。 

2. 目的の番号までスクロールし、 を押して電話

をかけます。 

（注） 発信履歴のリストには、10 レコードが保
存されます。

P.63 の「履歴の使用」
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コールの発信：追加のオプション

電話機に特別な機能やサービスが用意されていれば、それらを使用してコールを発信することができ

ます。このような追加のオプションの詳細については、システム管理者にお問い合せください。

目的 操作
参照先または問い合
せ先

別のコールがアクティブな

ときにコールを発信する（別

の回線を使用）

1. ［ホリュウ］を押します。 

2. 電話番号を入力します。

3. を押して別の回線に変更します。 

4. を押して電話をかけます。

P.27 の「コールの保留

と復帰」

セカンダリ回線での発信 1. 電話番号を入力します。

2. を押して別の回線に変更します。 

3. を押して電話をかけます。

P.49 の「短縮ダイヤ

ル」

ローカルの電話帳にある番

号のダイヤル

1. ［デンワチョウ］を押します。

2. 目的のエントリまでスクロールします。 

3. を押して番号をダイヤルします。 

P.46 の「電話帳の使用

方法」 

短縮ダイヤル ホットキーに

よる電話番号の短縮ダイヤ

ル

1. 使用する短縮ダイヤル番号に対応する

（2 ～ 9 のキー）を押し続けます。

2. 該当のホットキーに保存されている番号が

表示されます。

3. ボタンを放すと、その番号がダイヤルされ

ます。

P.49 の「短縮ダイヤル

ホットキーの設定」

電話機の社内ディレクトリ

からダイヤルする

1. ［メニュー］ >［ディレクトリ］>［シャナイ

ディレクトリ］（名前は異なる場合がありま

す）を選択します。

2. キーパッドを使用して名前を入力します。

3. ［ケンサク］を押します。

4. リストまでスクロールし、［ダイヤル］また

は を選択します。

P.64 の「電話機での社

内ディレクトリの使

用」

Cisco WebDialer を使用して、

コンピュータの社内ディレ

クトリからダイヤルする

1. Web ブラウザを起動して、WebDialer が有

効な社内ディレクトリのページへ移動しま

す。

2. ダイヤルする番号をクリックします。 

P.78 の「Cisco 
WebDialer の使用」

2
ABC
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ヒント

• ダイヤルを間違えた場合は、［クリア］を押して 1 つまたは複数の数字を消します。

• 最後の番号をリダイヤルするには、 を 2 回押すこともできます。

Cisco CallBack を使用して、

話し中または呼び出し中の

内線が応対可能になったと

きに通知を受信する

1. ビジー音または呼出音が聞こえているとき

に［オリカエシ］を押します。

2. 次に電話を切ります。回線が利用できるよ

うになると、電話機に通知されます。

3. もう一度コールを発信します。

システム管理者

回線にコールを発信する前

に、短縮ダイヤルに関連付け

られた回線が使用中かどう

かを確認する

ビジー ランプ フィールド インジケータを確認

します。

P.44 の「短縮ダイヤル

BLF の使用による回

線状態の確認」

プライオリティ（Precedence）
コールを発信する

MLPP アクセス番号を入力してから、電話番号

を入力します。

P.42 の「重要なコール

の優先順位付け」

個人アドレス帳（PAB）のエ

ントリからダイヤルする

1. ［メニュー］>［サービス］> PAB service を
選択します。

2. リストを強調表示し、 を押します。

P.71 の「Web での個人

アドレス帳の使用方

法」

課金コードまたはトラッキ

ング コードを使用してコー

ルを発信する

1. 電話番号をダイヤルします。

2. トーンが聞こえたら、ユーザ固有のコード

である Client Matter Code（CMC）または認

証に必要な Forced Authorization Code（FAC）
を入力します。

システム管理者

エクステンション モビリ

ティ プロファイルを使用し

てコールを発信する

1. ［メニュー］>［サービス］> EM Service を
選択します（名前は異なる場合がありま

す）。

2. ログイン情報を入力します。

P.43 の「Cisco エクス

テンション モビリ

ティの使用」

目的 操作
参照先または問い合
せ先
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コールへの応答

コールに応答するには、単純にハンドセットを取り上げるか、電話機に他にオプションが用意されて

いれば、それらを使用します。

目的 操作
参照先または
問い合せ先

コールに応答する 着信コールに接続するには、 （緑色のキー）

を押して離します。

着信コールの呼出音の無音

化

呼出音を無音にするには、 （赤色のキー）を

押します。 

コールは無音のまま続き、その後、ボイス メッ

セージや別の電話機など、無応答の場合の宛先

に転送されます。

接続中のコールから呼び出

し中のコールへの応答

Answer または （緑色のキー）を押します。

この操作を行うと、新しいコールに応答し、自

動的に最初のコールを保留にできます。 

P.27 の「コールの保留

と復帰」

コール ウェイティングを使

用して応答する

［オウトウ］を押します。 P.27 の「コールの保留

と復帰」

ボイス メッセージ システム

に直接コールを送信する

［ソクテンソウ］を押します。 P.68 の「ボイス メッ

セージへのアクセス」

着信コールを自動接続する 自動応答を使用します。 P.26 の「コールへの応

答」

パークされたコールを別の

電話で取得する

コール パークとダイレクト コール パークを使

用します。

P.41 の「パークされて

いるコールの保存と

取得」

自分の電話機を使用して別

の場所で鳴っているコール

に応答する

コール ピックアップを使用します。 P.36 の「自分の電話機

で他の電話機の着信

に応答する」

プライオリティ コールに応

答する

現在のコールを切断し、［オウトウ］を押します。 P.42 の「重要なコール

の優先順位付け」

呼出音が 1 回または 2 回
鳴った後の着信コールへの

自動接続

自動応答機能の設定をシステム管理者に依頼し

ます。 を押さなくても、呼出音が 1 回または

2 回鳴った後で、コールは通話者に接続されま

す。
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コールの終了

コールを終了するには、単純に切断します。詳細を次に示します。

コールの保留と復帰

コールは、保留したり復帰したりすることができます。

ヒント

• コールが保留状態になっているとき、通常は音楽やビープ音が流れます。 

• 保留状態のコールは、保留を示すアイコン によって示されます。

目的 操作

コールの終了 ［シュウリョウ］または （赤色のキー）を選択して電話を切ります。

1 つのコールだけを切断

し、同じ回線のもう一方

のコールを維持する

［シュウリョウ］を押します。必要に応じて、コールの保留を解除してお

きます。

目的 操作

コールを保留にする 1. 保留状態にするコールが強調表示されていることを確認します。

2. ［ホリュウ］を押します。 

現在の回線にあるコール

の保留を解除する

1. 保留を解除するコールが強調表示されていることを確認します。

2. ［フッキ］を押します。

別の回線にあるコールの

保留を解除する

1. を押して別の回線に変更します。 

2. ［フッキ］を押します。 

（注） この回線で保留になっているコールが 1 つの場合、コールは
自動的に復帰します。もう一方のコールが保留になっている
場合は、該当するコールまでスクロールし、［フッキ］を押し
ます。

無線電話機と卓上電話機

間での共有回線のコール

の切り替え

1. アクティブ コールに接続している電話機から［ホリュウ］を押します。

2. 共有回線に接続している他の電話機で、［フッキ］を押します。
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ミュートの使用

ミュートが有効な場合、コールの通信相手からの音声は聞こえますが、自分からの音声は通信相手に

聞こえません。ミュート機能は、電話機またはイヤホンで使用できます。

複数のコールの切り替え

1 本または複数の回線上で複数のコールを切り替えることができます。切り替え先のコールが電話スク

リーンで自動的に強調表示されない場合は、そのコールまでスクロールします。

ヒント

• 電話機は、6 本の回線まで対応しますが、電話機の画面に表示されるのは 4 本の回線までです。他

の回線を表示するには、 を押す必要があります。

• 電話機は、回線あたり 2 つのコールまで対応できます。

目的 操作

ミュートをオンにする 通話中に［ミュートオン］を押します。ラベルが［ミュートオフ］に変わ

ります。

ミュートをオフにする ［ミュートオフ］を押します。ラベルが［ミュートオン］に変わります。

目的 操作

同じ回線上で接続されて

いる複数のコールを切り

替える

1. 切り替え先のコールが強調表示されていることを確認します。

2. ［フッキ］を押します。

アクティブなコールが保留になり、選択されたコールが復帰します。

異なる回線上で接続され

ているコールを切り替え

る

1. を押して別の回線に変更します。 

2. この回線で保留になっているコールが 1 つの場合、コールは自動的に

復帰します。もう一方のコールが保留になっている場合は、該当する

コールを強調表示して、［フッキ］を押します。

接続中のコールから呼び

出し中のコールへの応答

［オウトウ］を押すか、別の回線でコールの呼出音が鳴っている場合は、

を押して他の回線に切り替え、［オウトウ］を押します。

アクティブなコールが保留になり、選択されたコールが復帰します。
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コールの転送

接続コールは転送によってリダイレクトされます。転送先は、コールの転送先となる電話番号です。

目的 操作

転送先の相手と会話せずにコー

ルを転送する

1. アクティブなコールから、 を押して［テンソウ］を表示します。

2. ［テンソウ］を押し、転送先の番号を入力します。

3. ［テンソウ］をもう一度押して転送を完了するか、［シュウリョ

ウ］を押して転送を取り消します。 

（注） 電話機がオンフック転送をサポートしている場合は、
代わりに切断して転送を完了することもできます。

転送先の相手と会話してから

コールを転送する（打診転送）

1. アクティブなコールから、 を押して［テンソウ］を表示します。

2. ［テンソウ］を押し、転送先の番号を入力します。

3. 相手が応答するのを待ちます。

4. ［テンソウ］をもう一度押して転送を完了するか、［シュウリョ

ウ］を押して転送を取り消します。

（注） 電話機がオンフック転送をサポートしている場合は、
代わりに切断して転送を完了することもできます。

通信を継続せずに、2 つの現在

のコールを相互に転送する（直

接転送）

1. その回線上の任意のコールをスクロールして強調表示します。

2. ［センタク］を押します。 

3. 2 番目のコールに対しても同じ処理を行います。

4. 選択したコールのいずれかを強調表示させた状態で、 を押し

て［D テンソウ］を表示し、［D テンソウ］を押します。 

2 つのコールが相互に接続され、自分のコールは終了されます。 

（注） 発信者との通信を継続する場合は、代わりに［サンカ］
を使用します。

ボイス メッセージ システムに

コールをリダイレクトする

を押して［ソクテンソウ］を表示させてから、これを押します。 

コールがボイス メッセージ グリーティングに自動転送されます。

［ソクテンソウ］は、アクティブなコール、呼び出し中のコール、保

留中のコールに使用できます。
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ヒント

• オンフック転送が電話機で有効になっている場合は、切断してコールを完了するか、または［テン

ソウ］を押してから切断することができます。

• オンフック転送が電話機で有効になっていない場合は、［テンソウ］を押さずに切断すると、コー

ルが保留状態になります。

• ［テンソウ］を使用して保留中のコールをリダイレクトすることはできません。［フッキ］を押し

て、転送前にコールの保留を解除してください。
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すべてのコールの別の電話番号への転送

［フザイ］を使用すると、自分の電話機にかかってくる着信コールを別の電話番号にリダイレクトでき

ます。

（注） コール転送がプライマリ回線以外で有効になっている場合、電話機にはコール転送の状態が表

示されません。その代わりとして、ユーザ オプション Web ページで設定を確認する必要があ

ります。 

ヒント

• 転送先番号は、自分の電話機からダイヤルする場合とまったく同じように入力します。たとえば、

必要に応じてアクセスコードや地域コードをダイヤルします。

• 従来のアナログ電話機、または他の IP Phone にコールを転送することができます（ただし、シス

テム管理者がコール転送機能を社内の番号に制限している場合があります）。

• コール転送は、電話回線ごとに設定します。コール転送が有効でない回線にコールがかかってきた

場合、通常どおりコールの呼出音が鳴ります。

• システム管理者は、電話回線の転送条件を変更することができます。

目的 操作

プライマリ回線のコール転送を

設定する

1. を押して［フザイ］を表示します。

2. ［フザイ］を押します。

3. 転送先の電話番号を入力します。

プライマリ回線のコール転送を

キャンセルする

1. を押して［フザイ］を表示します。

2. ［フザイ］を押します。

プライマリ回線のコール転送が

有効になっているかどうかを確

認する

ステータス行にあるコールの転送先電話番号、およびプライマリ回

線の横にある アイコンを見つけます。

任意の回線のコール転送の設定

またはキャンセル

1. ユーザ オプション Web ページにログインします。P.70 の「ユー

ザ オプション Web ページへのアクセス」を参照してください。

2. ［すべてのコールを別の番号に転送］を選択します。

3. プライマリ回線またはセカンダリ回線を選択します。
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会議コールの使用方法

Cisco Unified Wireless IP Phone では、3 名以上を 1 台の電話機の会話に参加させ、会議コールを作成で

きます。

会議コールのタイプについて

会議コールには、標準の会議と Meet-Me 会議の 2 つのタイプがあります。

標準の会議コール

標準の会議コールは、必要性や電話機で利用できるソフトキーに応じて、次のように複数の方法で作

成できます。

• ［カイギ］：このソフトキーは、参加者それぞれにコールをかけることによって、標準の会議を開催

するときに使用します。標準の会議コールは、ほとんどの電話機で利用可能なデフォルトの機能で

す。

• ［サンカ］：このソフトキーは、すでに同じ 1 本の回線にある複数のコールを結合して標準の会議

コールを開催するときに使用します。

• ［C ワリコミ］：このソフトキーは、共有回線の既存のコールに自分を追加し、そのコールを標準の

会議コールに切り替えるときに使用します。この機能は、共有回線を使用する電話機でのみ利用で

きます。

手順の詳細については、P.33 の「標準の会議の開催と参加」を参照してください。

Meet-Me 会議コール

Meet-Me 会議コールは、指定された時刻に Meet-Me 電話番号に発信して作成します。

手順の詳細については、P.35 の「Meet-Me 会議コールの開催または参加」を参照してください。
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標準の会議の開催と参加

標準の会議では、1 つのコールに 3 名以上の参加者が 1 つのコールで会話できます。

目的 操作

• 参加者に発信して会議コー

ルを作成する

• 複数の会議コールに新しい

参加者を追加する

1. 接続されたコールで、 を押して［カイギ］を表示します。 

2. ［カイギ］を押します。

3. 参加者の電話番号を入力します。 

4. コールが接続されるのを待ちます。

5. ［カイギ］をもう一度押して、参加者をコールに追加します。

6. この操作を繰り返して、参加者を 1 人ずつ追加します。

複数の既存のコールを結合し

て、会議コールを作成する

1. 1 本の回線に複数のコールがあることを確認します。

2. 会議コールに追加するコールを強調表示します。

3. ［センタク］を押します。

選択されたコールがこのアイコン を表示します。

4. 追加するすべてのコールについて、それぞれ同じ処理を行いま

す。

5. 選択したコールから、 を押して［サンカ］を表示し、それを押

します。 

（注） アクティブなコールが自動的に選択されます。

会議に参加する 呼出音が鳴ったら電話機に応答します。 

共有回線でコールに割り込ん

で、会議コールを作成する

共有回線でコールを強調表示し、［C ワリコミ］を押します（必要に

応じて、  を押して［C ワリコミ］を表示ます）。 

P.38 の「共有回線の使用」を参照してください。

会議の参加者のリストを表示す

る

1. アクティブな会議を強調表示します。

2. ［サンカシャ］を押します（必要に応じて、 を押して［サンカ

シャ］を表示します）。 

会議に参加した順序に従って、参加者がリストに表示されます。

最後に追加された参加者がリストの先頭になります。

参加者のリストを更新する 会議の参加者のリストを表示している状態で、［コウシン］を押し

ます。
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ヒント

• 会議に複数のコールを追加するには、それらのコールが同じ回線にある必要があります。コールが

それぞれ異なる回線にある場合は、それらのコールを 1 本の同じ回線に転送してから［カイギ］ま

たは［サンカ］を押します。

• 電話機の設定内容によっては、会議を開催した後でその会議を切断すると、会議が終了する場合が

あります。会議が終了しないようにするには、会議を転送してから切断します。

会議の開催者を確認する 会議のリストを表示している状態で、リストの末尾までスクロール

して、会議の開催者（名前の横にアスタリスク（*）の付いた人物）

を検索します。

会議に最後に追加された参加者

を削除する

［ドロップ］を押します。 

参加者を削除できるのは、会議コールの開催者だけです。

会議の任意の参加者を削除する 1. 参加者の名前を強調表示します。 

2. ［サクジョ］を押します。 

参加者を削除できるのは、会議の開催者だけです。

会議への参加を終了する ［シュウリョウ］または （赤色のキー）を選択します。

目的 操作
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Meet-Me 会議コールの開催または参加

Meet-Me 会議では、会議番号をダイヤルして、会議を開催または会議に参加します。

目的 操作

Meet-Me 会議を開催する 1. システム管理者から Meet-Me 電話番号を取得します。

2. 取得した番号を参加者に通知します。

3. ミーティングを開始する準備ができたら、 を押して［ミート

ミー］を表示し、［ミートミー］を押します。

4. Meet-Me 会議番号をダイヤルします。

5. （緑色のキー）を押します。

参加者は、ダイヤルインで会議に参加できます。

（注） 開催者が参加する前に、参加者が会議にコールした場
合、その参加者にはビジー音が聞こえます。その場合、
参加者はもう一度発信し直す必要があります。

Meet-Me 会議に参加する Meet-Me 会議番号をダイヤルします（この番号は会議の開催者から

提供されます）。 

（注） 開催者がダイヤルインする前に、会議にコールした場
合、ビジー音が聞こえます。その場合は、もう一度発
信し直す必要があります。

Meet-Me 会議を終了する すべての参加者が切断する必要があります。

会議の開催者が切断しても、会議は自動的に終了しません。
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応用的なコール処理

応用的なコール処理のタスクには、特別な機能が伴うため、コール処理の需要や作業環境に応じて、シ

ステム管理者に電話機の設定を依頼します。

自分の電話機で他の電話機の着信に応答する

コール ピックアップを使用すると、呼び出し中のコールをご使用の電話機にリダイレクトして同僚の

電話機でコールに応答できます。コールピックアップは、同僚とコール処理を共有している場合に使

用できます。

目的 操作

同じコール ピックアップ グ
ループ内の別の内線を呼び出し

ているコールに応答する

1. ［ピック］ソフトキーが表示されている場合は、それを押しま

す。（必要に応じて、 を押して［ピック］ソフトキーを表示し

ます）。

電話機が自動ピックアップをサポートしている場合は、これだ

けでコールに接続されます。

2. コールが鳴っている場合、［オウトウ］を押してコールに接続し

ます。

グループ外の内線で鳴っている

コールに応答する

1. ［G ピック］ソフトキーが表示されている場合は、それを押しま

す（必要に応じて、 を押して［G ピック］ソフトキーを表示し

ます）。 

2. グループ ピックアップのコードを入力します。

電話機が自動ピックアップをサポートしている場合は、これだ

けでコールに接続されます。

3. コールが鳴っている場合、［オウトウ］を押してコールに接続し

ます。 
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ヒント

• ［ピック］と［G ピック］を押すと、最も長くなり続けているコールに接続します。

• ［ソノタ Grp］を押すと、プライオリティの最も高いピックアップ グループ内のコールに接続しま

す。 

• 複数の回線があり、プライマリ回線以外の回線でコールに応答する場合は、まず  を押してピッ

クアップする回線に切り替え、それからコール ピックアップのソフトキーを押します。

自分のグループ内または関連付

けられているグループ内の内線

で鳴っているコールに応答する

1. ［ソノタ Grp］ソフトキーが表示されている場合は、それを押し

ます（必要に応じて、 を押して［ソノタ Grp］ソフトキーを表

示します）。 

電話機が自動ピックアップをサポートしている場合は、これだ

けでコールに接続されます。

2. コールが鳴っている場合、［オウトウ］を押してコールに接続し

ます。

目的 操作
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共有回線の使用

次の場合に、システム管理者が共有回線を設定することがあります。

• 複数の電話機で 1 つの電話番号を使用する場合

• 同僚とコール処理タスクを共有する場合

• マネージャに代わってコールを処理する場合

共有回線について

リモートで使用中

「リモートで使用中」のメッセージは、回線を共有している他の電話機に接続されたコールがある場合

に、Cisco Unified Wireless IP Phone 7920 に表示されます。共有回線で通常どおりコールを発信したり、

受信したりできます。「リモートで使用中」のメッセージが表示されている場合も同様です。

コール情報の共有と割り込み

回線を共有している電話機には、共有回線上の発信コールや受信コールに関する情報が表示されます。

この情報には、発信者 ID および 通話期間が含まれます。（例外については、P.38 の「プライバシー」

のセクションを参照）。

コールに関する情報がこのように表示されている場合、回線を共有しているユーザ同士は、［ワリコミ］

または［C ワリコミ］を使用して、コールに参加することができます。P.39 の「共有回線のコールへ

の参加」を参照してください。

ワリコミ：組み込みブリッジを有効にしている IP 電話との共有回線のコールに参加できます。割り込

み機能を使用して、他の Cisco Unified Wireless IP Phone 7920 との共有回線のコールに参加することはで

きません。

C ワリコミ：任意の IP 電話との共有回線のコールに参加し、コールを会議に切り替えることができま

す。

プライバシー

Cisco Unified Wireless IP Phone 7920 では、プライバシー機能がデフォルトで有効になっています。回線

を共有している同僚の画面に、ユーザのコールに関する情報を表示するには、ユーザの電話機でプラ

イバシー機能を有効にする必要があります。P.40 の「他者による共有回線のコールの表示および参加

の防止」を参照してください。
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（注） Cisco Unified Wireless IP Phone 7920 は、1 本の共有回線で最大 2 件のコールをサポートできま

す。

共有回線のコールへの参加

電話機の設定に応じて、割り込みまたは C 割り込みのいずれかを使用して、コールに参加できます。

目的 操作

共有回線が使用中かどうかを確

認する

「リモートで使用中」のメッセージが表示されているどうかを確認

する

［ワリコミ］ソフトキーを使用し

て共有回線のコールに参加する

1. リモートで使用中のコールを強調表示します。

2. ［ワリコミ］を押します（必要に応じて、 を押して［ワリコミ］

を表示します）。

他の参加者に対して自分の割り込みを知らせるビープ音が鳴り

ます。 

［C ワリコミ］ソフトキーを使用

して共有回線のコールに参加す

る

1. リモートで使用中のコールを強調表示します。

2. ［C ワリコミ］を押します。（必要に応じて、 を押して［C ワリ

コミ］を表示します）。 

他の参加者にトーンと短い中断音が聞こえ、電話画面のコール

情報が変更されます。 

割り込んだコールに新しい会議

参加者を追加する

可能であれば、［C ワリコミ］を使用してコールに割り込みます。

C 割り込み機能を使用すると、コールが標準の会議コールに切り替

えられ、新しい参加者を追加できるようになります。P.32 の「会議

コールの使用方法」を参照してください。

共有回線のコールを他方の電話

機に切り替える

［ホリュウ］を押します。同じ共有回線に接続している他の電話機

で、［フッキ］を押します。

割り込んだコールから離脱する ［シュウリョウ］または （赤色のキー）を選択します。

割り込み機能を使用した後、コールを切断すると、他の参加者に切

断音が聞こえ、元のコールは続行します。

C 割り込み機能を使用した後、コールを切断すると、3 名以上の参

加者が回線に残っている場合に限り、そのコールは会議コールとし

て続行します。
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ヒント

• 回線を共有している電話機でプライバシー機能が有効になっている場合、回線を共有している他の

電話機に、コールに関する情報と割り込みのソフトキーが表示されません。

• コールが保留状態になるか、転送されるか、または電話会議に切り替えられた場合、［ワリコミ］

を使用して参加しているコールから、ユーザは切断されます。

他者による共有回線のコールの表示および参加の防止

電話回線を共有する場合、プライバシー機能を使用して、回線を共有する他者が自分のコールを参照

したり、コールに割り込んだり（参加したり）できないようにすることができます。

ヒント

• 回線を共有している電話機でプライバシー機能が有効になっていても、共有回線を通常どおり使用

して、コールの発信や受信ができます。 

• プライバシー機能は、使用している電話機のすべての共有回線に適用されます。したがって、複数

の共有回線が割り当てられている場合にプライバシー機能を有効にすると、自分が共有している回

線すべてにおいて、同僚がコールを表示したりコールに割り込んだりすることを防止できます。

目的 操作

他者が共有回線のコールを表示

したり、コールに割り込んだり

するのを防止する

1. ［ヒツウチ］を押します。

2. プライバシー機能が有効であることを確認するには、電話番号

の横にプライバシー機能有効アイコン  が表示されているこ

とを確認します。

他者が共有回線のコールを表示

したり、コールに割り込んだり

するのを許可する

1. ［ヒツウチ］を押します。 

2. プライバシー機能が無効であることを確認するには、電話番号

の横にプライバシー機能無効アイコン  が表示されているこ

とを確認します。
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パークされているコールの保存と取得

コールをパークすると、コールを保存し、Cisco Unified CallManager システムの別の電話機（同僚のデ

スクの電話機や会議室の電話機など）でコールを取得できます。

ヒント

パークされているコールを取得するまでの時間は制限されていて、その時間を過ぎると元の番号に

戻って呼出音が鳴ります。詳細については、システム管理者に問い合わせてください。

不審なコールのトレース

不審または迷惑なコールを受信している場合、システム管理者は、電話機に Malicious Call Identification
（MCID）機能を追加できます。この機能を使用するとアクティブなコールと不審なコールとを見分け

ることができます。その結果、一連のトラッキングと通知のメッセージが自動的に発信されます。

目的 操作

コール パークを使用してアク

ティブなコールを保存する

1. コール中に［パーク］を押します（必要に応じて、 を押して

［パーク］を表示します）。 

2. 電話機のスクリーンに表示されたコールのパーク番号を書き留

めます。

3. （赤色のキー）を押します。

パーク中のコールの取得 ネットワーク内の任意の Cisco IP Phone でコールのパーク番号を入

力し、コールに接続します。

目的 操作

不審なコールや嫌がらせコール

をシステム管理者に通知する

［メイワクコ］を押します。（必要に応じて、 を押して［メイワク

コ］を表示します）。

トーンが鳴り、「メイワクコガセイコウシマシタ」というメッセー

ジが表示されます。
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重要なコールの優先順位付け

政府機関や軍事施設のような特別な環境では、緊急または重要なコールを発信および受信しなければ

ならない場合があります。この特別なコール処理が必要な場合は、電話機への Multilevel Precedence and
Preemption（MLPP）の追加をシステム管理者に依頼します。

次の用語に留意してください。

• Precedence：コールに関連付けられたプライオリティを示します。

• Preemption：プライオリティの低い既存のコールを終了して、電話機に送信されたプライオリティ

のより高いコールを受け入れる処理です。

目的または状態 操作

発信コールのプライオリティ

レベル（Precedence）を選択する

対応するコールの Precedence 番号のリストについては、システム管

理者にお問い合せください。

プライオリティ（Precedence）
コールをかける

電話番号の前に、システム管理者から提供された MLPP アクセス番

号を入力します。

特別な呼出音（通常より速い）

または特別なコール ウェイ

ティングのトーンが鳴る

プライオリティ（Precedence）コールを受けていることを意味しま

す。コールのプライオリティ レベルは、電話スクリーン上の MLPP
アイコンによって示されます。

コールのプライオリティ レベ

ルを確認する

電話スクリーン上の MLPP アイコンを確認します

プライオリティ コール

中程度のプライオリティの（即時）コール

プライオリティの高い（フラッシュ）コール

プライオリティの最も高い（フラッシュ オーバーライド）

コール、つまりエグゼクティブ オーバーライド コール

より高いプライオリティのコールが、コール リストの先頭に表示さ

れます。MLPP アイコンが表示されていない場合、コールのプライ

オリティ レベルは通常（ルーチン）です。

プライオリティのより高いコー

ルを受け入れる

コールに通常どおり応答します。必要に応じて、アクティブなコー

ルを先に終了します。

コール中に連続したトーンが聞

こえる

自分または通話相手が、現在のコールより優先されるべきコールを

受信しています。すぐに切断し、プライオリティのより高いコール

の呼出音が鳴るようにします。
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ヒント

• MLPP が有効なコールを発信または受信すると、標準のトーンとは異なる特別な呼出トーンとコー

ル待機のトーンが鳴ります。

• 無効な MLPP アクセス番号を入力すると、音声通知でエラーを警告されます。

Cisco エクステンション モビリティの使用

Cisco エクステンション モビリティ（EM）を使用すると、Cisco Unified IP Phone を一時的に自分の電

話機として設定できます。EM にログオンすると、電話機に自分のユーザ プロファイル（電話回線、機

能、設定されているサービス、Web ベースの設定など）が適用されます。システム管理者に、EM を自

分用に設定してもらう必要があります。

ヒント

• 一定の時間が経過すると、EM から自動的にログアウトされます。この制限時間は、システム管理

者が設定します。

• ユーザ オプション Web ページから EM プロファイルに対して行った変更は、次回、電話機の EM
にログインしたときに有効になります。

• 電話機だけで制御されている設定は、EM プロファイルには保存されません。

目的 操作

EM にログインする 1. ［メニュー］>［サービス］> EM Service を選択します（名前は異なる

場合があります）。

2. ユーザ ID と PIN（システム管理者から取得）を入力します。

3. プロンプトが表示されたら、デバイス プロファイルを選択します。

EM からログアウトする 1. ［メニュー］>［サービス］> EM Service を選択します（名前は異なる

場合があります）。

2. ログアウトの確認を求められたら、Yes を押します。
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短縮ダイヤル BLF の使用による回線状態の確認

設定に応じて、Busy Lamp Field（BLF; ビジー ランプ フィールド）機能を使用して、短縮ダイヤル番号

に関連付けられた電話回線の状態を電話スクリーンで確認できます。この回線へのコールの発信は、

BLF ステータスにかかわらず可能です。この機能は、ダイヤル操作を妨げません。

目的 操作

短縮ダイヤル回線の状態を確認

する

回線番号の横の次のいずれかのインジケータを確認します。

回線は使用中です。

回線はアイドル状態です。

 BLF インジケータは、この回線には使用できません。
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電話帳と短縮ダイヤルの使用方法

［ディレクトリ］メニューを利用すると、次の機能を使用できます。

• 個人の電話帳：電話機に保存された連絡先情報

• 短縮ダイヤル：キーパッドからアクセスする短縮ダイヤル番号

• 社内ディレクトリ：社内の電話ディレクトリにアクセス

次のセクションを参照して、これらの機能を設定および使用します。

• P.46 の「電話帳の使用方法」

• P.49 の「短縮ダイヤル」
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電話帳の使用方法

電話帳メニューを使用して、電話帳のエントリを表示、そのエントリにダイヤル、または編集します。

目的 操作

電話帳の参照とエントリ

のリストの表示

［デンワチョウ］を押します。エントリ名が表示されます。

電話帳エントリが存在しない場合は、「クウハク」と表示されます。

（注） ご使用の電話機には、［デンワチョウ］ソフトキーの代わりに
［サービス］ソフトキーが表示される場合があります。その場
合は、［メニュー］>［ディレクトリ］>［デンワチョウ］を選
択する必要があります。

電話帳のエントリの表示 目的の電話帳エントリにスクロールして、［ショウサイ］を押します。 

名前や電話番号のリストなど、電話帳エントリの項目が表示されます。

電話帳からの番号のダイ

ヤル

1. ［デンワチョウ］を押します。

2. エントリまでスクロールします。 

3. を押して番号をダイヤルします。 

電話帳エントリの最初の番号がダイヤルされます。 

電話帳からの特定の番号

のダイヤル

1. ［デンワチョウ］を押して、エントリにスクロールします。 

2. ［ショウサイ］を押して、目的の電話番号にスクロールします。

3. を押して番号をダイヤルします。

既存の電話帳エントリの

編集

1. ［デンワチョウ］を押して、エントリにスクロールします。 

2. ［ショウサイ］を押して、編集するエントリの項目にスクロールします。

3. ［ヘンシュウ］を押して、P.48 の「テキストの入力と編集」の手順に従

います。

4. エントリの編集が完了したら OK を押し、［ホゾン］を押します。
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電話帳のエントリの追加または変更

新しい電話帳エントリを追加したり、既存のエントリを変更したりするには、［ディレクトリ］メニュー

を使用します。

ヒント

• 外部の電話番号を追加する場合は、9 などの外部アクセス番号、および 1 やエリア コードも含めた

電話番号全体を入力します。

• 社内ディレクトリを使用するには、P.64 の「電話機での社内ディレクトリの使用」を参照してくだ

さい。

目的 操作

電話帳エントリの参照 1. ［メニュー］>［ディレクトリ］>［デンワチョウ］を選択します。

2. ［ナマエ］を選択してエントリを表示します。

電話帳エントリの情報の表示 電話帳エントリにスクロールして、［ショウサイ］を押します。

新しい電話帳エントリの追加 1. ［メニュー］>［ディレクトリ］>［デンワチョウ］>［ツイカ］

を選択します。 

2. エントリ項目にスクロールして、［センタク］を押します。 

3. P.48 の「テキストの入力と編集」の手順に従って、名前または

電話番号を入力します。

4. 入力が完了したら OK を押し、［ホゾン］を押します。

既存の電話帳エントリの編集 1. ［メニュー］>［ディレクトリ］>［デンワチョウ］>［ナマエ］

を選択します。

2. エントリまでスクロールして、［ショウサイ］を押します。

3. ［ジタクノデンワバンゴウ］などの編集項目までスクロールしま

す。

4. P.48 の「テキストの入力と編集」の手順に従って項目を編集し

ます。

5. 完了したら OK を押し、［ホゾン］を押します。

電話帳エントリの削除 1. ［メニュー］>［ディレクトリ］>［デンワチョウ］>［ナマエ］

を選択します。

2. エントリまでスクロールし、 または を押して［サクジョ］を

表示します。

3. ［サクジョ］を押し、OK を押して、電話レコードの削除を確認

します。

4. ［モドル］を押して［ディレクトリ］メニューに戻ります。
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• システム管理者は、7920 設定ユーティリティを使用して、電話帳エントリや短縮ダイヤルエント

リを電話機に追加することができます。

テキストの入力と編集

パスワードと電話帳のエントリには、文字、数字、および特殊文字を入力できます。キーパッドの数

字キーを押すと、そのキーが制御するすべての文字が表示されます。キーを押すたびに、別の文字が

表示されます。 

目的 操作

文字の入力 1 番目の文字を入力するには数字キーを 1 回、2 番目の文字を入力するに

は 2 回、3 番目の文字を入力するには 3 回押します。

数字の入力 数字を入力するには、該当の数字キーを 4 回押します。 

最後の文字の削除 文字列の最後の文字または数字を削除するには、［クリア］を 1 回押します。

文字列全体の削除 テキストまたは数字の文字列全体を削除するには、［クリア］を押し続け

ます。

大文字の使用 を押して大文字と小文字を切り替えます。画面の右上隅に、大文字か

小文字かを示す または が表示されます。

スペースの入力 文字間にスペースを入力するには、 または を押します。

特殊文字と記号の入力 を押して、次に示す記号画面を表示します。 

目的の記号を選択するには、 、 、 、または を使用します。 

テキストに記号を挿入するには、［シヨウ］を押します。

編集モードのキャンセル メニュー オプションやメイン画面に戻るには、必要に応じて［モドル］を

押します。 

#
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短縮ダイヤル

短縮ダイヤルでは、インデックス番号を入力する、ボタンを押す、電話スクリーン項目を選択するの 3
つの方法のいずれかを使用してコールを発信することができます。電話機は設定に応じて、次のよう

な複数の短縮ダイヤル機能をサポートできます。

• 短縮ダイヤルのホットキー

• 短縮ダイヤルと固定短縮ダイヤル

• ファースト ダイヤル

（注） • 使用する電話機で短縮ダイヤルのホットキーを設定するには、P.49 の「短縮ダイヤル ホッ
トキーの設定」を参照してください。

• 短縮ダイヤル機能を設定するには、ユーザ オプション Web ページにアクセスする必要が
あります。P.73 の「Web での短縮ダイヤルの設定」を参照してください。

• ファースト ダイヤルを設定するには、個人ディレクトリ機能にアクセスする必要がありま
す。P.72 の「Web でのファースト ダイヤルの設定」を参照してください。

• システム管理者が短縮ダイヤル機能を設定することもできます。

短縮ダイヤル ホットキーの設定

Cisco Unified Wireless IP Phone 7920 キーパッドの数字キー（2 ～ 9）は、短縮ダイヤル番号にアクセス

するホットキーになります。8 つの短縮ダイヤル ホットキーに電話番号を割り当てることができます。

番号 1 のキーはボイス メッセージ システムへのアクセス用に予約されています。

目的 操作

短縮ダイヤル メニューへのア

クセス

1. ［メニュー］>［ディレクトリ］>［デンワチョウ］を選択します。

2. ［タンシュクダイアル］にスクロールして選択します。短縮ダイ

ヤルのホットキーの一覧が表示されます。 

が付いている短縮ダイヤル ホットキーには、電話番号が割り

当てられています。

短縮ダイヤル ホットキーに割

り当てられた電話番号の表示

1. ［メニュー］>［ディレクトリ］>［デンワチョウ］>［タンシュ

クダイアル］を選択します。

2. 目的の短縮ダイヤル < 番号 > にスクロールして、［ショウサイ］

を押します。 
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ヒント

必要に応じて、9 などのプレフィクスやエリア コードも含めて、実際にダイヤルする場合とまったく

同じように外部の電話番号を入力する必要があります。

短縮ダイヤル ホットキーへの

電話番号の割り当て

1. ［メニュー］>［ディレクトリ］>［デンワチョウ］>［タンシュ

クダイアル］を選択します。

2. 使用可能な短縮ダイヤルのホットキーにスクロールして、［ショ

ウサイ］を押します。

3. ［ヘンシュウ］を押して情報を入力します。P.48 の「テキストの

入力と編集」を参照してください。 

4. OK を押して、短縮ダイヤルを保存します。

短縮ダイヤル ホットキーの電

話番号の変更

1. ［メニュー］>［ディレクトリ］>［デンワチョウ］>［タンシュ

クダイアル］を選択します。

2. 設定済みの短縮ダイヤル番号にスクロールして、［ショウサイ］

を押します。

3. ［ヘンシュウ］を押して、既存の電話番号を変更またはクリアし

ます。 

4. 変更を確認するには OK を押し、［モドル］を押してメニューを

終了します。

短縮ダイヤル ホットキーによ

る電話番号の短縮ダイヤル

使用する短縮ダイヤルのホットキーに対応する （2 ～ 9 のキー）

を押し続けます。該当のホットキーに保存されている番号が表示さ

れ、ダイヤルされます。 

目的 操作

2
ABC
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短縮ダイヤルとファースト ダイヤルの使用

短縮ダイヤル機能を設定するには、ユーザ オプション Web ページにアクセスする必要があります。P.70
の「ユーザ オプション Web ページへのアクセス」を参照してください。

ヒント

画面に、ユーザ オプション Web ページで設定された短縮ダイヤル番号の最初の数個の名前が表示され

ます。

目的 操作

短縮ダイヤル番号を使用

する

1. ユーザ オプション Web ページから短縮ダイヤル番号を設定します。

2. 電話をかけるには、画面の短縮ダイヤル名までスクロールします。

3. を押します。

固定短縮ダイヤル機能を

使用する

1. ユーザ オプション Web ページから固定短縮ダイヤル コードを設定し

ます。

2. コールを発信するには、固定短縮ダイヤル コードを入力し、［タンシュ

ク］を押します。

ファースト ダイヤルを使

用する

1. ユーザ オプション Web ページからファースト ダイヤル サービスに登

録し、ファースト ダイヤル コードを設定します。P.72 の「Web での

ファースト ダイヤルの設定」を参照してください。

2. 電話をかけるには、使用する電話機で、［メニュー］>［サービス］>
Fast Dial service を選択します（名前は異なる場合があります）。

3. リストを強調表示し、 を押します。 
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電話機のプロファイルの使用

プロファイルを使用すると、Cisco Unified Wireless IP Phone 7920 の設定を簡単に変更できます。

Cisco Unified Wireless IP Phone のプロファイルについては、次の項を参照してください。

• P.53 の「ユーザ プロファイルの選択」

• P.56 の「ネットワーク プロファイルの変更」

［プロファイル］メニューにアクセスすると、システム管理者の電話機の設定方法によって、画面に

「シヨウデキマセン」と表示されることがあります。
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ユーザ プロファイルの選択

事前定義されたユーザ プロファイルを使用すると、電話機の呼出音やトーンをすぐに変更することが

できます。さまざまな作業環境に応じて、次のプロファイルを選択することができます。

• ヒョウジュン

• マナー

• カイギ

• アウトドア

ユーザ プロファイル タイプには、次のデフォルト設定があります。

プロファイルは［プロファイル］メニューから選択でき、デフォルト設定を使用できます。

プロファイル
のタイプ

スピーカ 
オンリョウ

ヨビダシ
オンリョウ

チャクシン 
ケイコク

バイブレータ 
ケイコク

キーパッド 
トーン

ケイコク 
シュルイ

ヒョウジュン 3 4 On Off Off Tone

マナー 3 0 Off Off Off Off

カイギ 3 1 On Off Off Off

アウトドア 5 6 On On On Tone

目的 操作

アクティブなユーザ プロ

ファイルの表示

1. ［メニュー］>［サービス］を選択します。 

2. ［パスワード］にスクロールして、［センタク］を押します。

アクティブなプロファイルの横には が付いています。

異なるプロファイルを選

択する

1. ［メニュー］>［サービス］を選択します。

2. ［パスワード］にスクロールして、［センタク］を押します。

3. 異なるプロファイルにスクロールし、［センタク］を押してそのプロ

ファイルの設定にアクセスします。 

4. ［アクティベート］ を選択してプロファイルを変更します。新しいプロ

ファイルの隣に が表示されます。

5. ［モドル］を押してメニューに戻ります。
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ユーザ プロファイルの設定の変更

アクティブなプロファイルに対するこれらのユーザ プロファイルの設定は、変更することができます。

変更後は、新規プロファイルをアクティブにする必要があります。P.53 の「異なるプロファイルを選

択する」を参照してください。

目的 操作

スピーカ音量の変更 1. ［メニュー］>［プロファイル］>［ユーザ プロファイル］を選択して、

アクティブなプロファイルを選択します。 

2. ［スピーカ オンリョウ］にスクロールして選択します。

3. を押してボリュームを上げるか、 を押してボリュームを下げます。 

4. ［モドル］を押して、変更します。

呼出音の音量の変更 1. ［メニュー］>［プロファイル］>［ユーザ プロファイル］を選択して、

アクティブなプロファイルを選択します。 

2. ［ヨビダシ オンリョウ］にスクロールして選択します。

3. を押してボリュームを上げるか、 を押してボリュームを下げます。

［モドル］を押して、変更を確認します。

着信コール アラートの変

更

1. ［メニュー］>［プロファイル］>［ユーザ プロファイル］を選択して、

アクティブなプロファイルを選択します。 

2. ［チャクシン ケイコク］にスクロールして選択します。

3. ［オフ］または［オン］にスクロールして選択し、着信コール アラー

ト機能を制御します。 

バイブレーション コール

アラートの変更

1. ［メニュー］>［プロファイル］>［ユーザ プロファイル］を選択して、

アクティブなプロファイルを選択します。 

2. ［バイブレータ ケイコク］にスクロールして、選択します。

3. ［オフ］または［オン］にスクロールして選択し、バイブレーション

コール アラート機能を制御します。 

キーパッド トーンの変更 1. ［メニュー］>［プロファイル］>［ユーザ プロファイル］を選択して、

アクティブなプロファイルを選択します。 

2. ［キーパッド トーン］にスクロールして選択します。

3. ［オフ］または［オン］にスクロールして選択し、キーパッド トーン

機能を制御します。 
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ヒント

• 弱い信号やバッテリ低下を検出すると、電話機に警告メッセージが表示され、警告トーンが送信さ

れるか、電話機が振動します。 

• アクティブなプロファイル設定の隣に が表示されます。

• 電話機の電源をオフにした後もスピーカ音量の設定を維持するには、アクティブなプロファイルの

音量を変更します。

警告スタイルの変更 1. ［メニュー］>［プロファイル］>［ユーザ プロファイル］を選択して、

アクティブなプロファイルを選択します。 

2. ［ケイコク シュルイ］にスクロールして選択します。

3. 次のいずれかにスクロールします。

オフ：警告メッセージを送信しません。

トーン：警告メッセージとともに音を発します。

バイブレータ：警告メッセージとともに振動します。

4. ［センタク］を押して、警告スタイルを変更します。

目的 操作
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ネットワーク プロファイルの変更

ネットワーク プロファイルは、Wireless Local Area Network（WLAN; 無線 LAN）へのアクセス、およ

びシステムにおける認証と暗号化についての事前定義された設定を提供します。システム管理者が

ネットワーク プロファイルを定義します。複数のネットワーク プロファイルを利用することができる

ため、異なる SSID または認証タイプを使用する場所で WLAN 設定 にアクセス可能な場合があります。 

Cisco Unified Wireless IP Phone 7920 では、4 つまでのネットワーク プロファイルを指定できます。自動

的にプロファイルをスキャンし、WLAN 固有の正しい SSID をもつネットワーク プロファイルを選択

するように電話機を設定できます。 

（注） 追加のネットワーク プロファイルが必要かどうか、またはプロファイルの設定を変更する必

要があるかどうかについては、システム管理者にお問い合せください。 

目的 操作

アクティブなネットワーク プ
ロファイルを表示する

1. ［メニュー］>［プロファイル］を選択します。

2. ［ネットワーク プロファイル］にスクロールして、［センタク］

を押します。

アクティブなプロファイルの横には が付いています。

プロファイルをスキャンして

WLAN に自動的に接続する

1. ［メニュー］>［プロファイル］>［ネットワーク プロファイル］

を選択します。

2. ［ジドウ］までスクロールし、［センタク］を押します。

3. ［アクティベート］ を選択してプロファイルを変更します。 
［ジドウ］の横に が表示されます。 

4. ［モドル］を押してメニューに戻ります。

異なるプロファイルを選択する 1. ［メニュー］>［プロファイル］>［ネットワーク プロファイル］

を選択します。

2. 異なるプロファイルまでスクロールし、［センタク］を押して、

そのプロファイルの設定を使用します。 

3. ［ヘンコウノテキヨウ］を選択します。アクティブなプロファイ

ルの隣に が表示されます。
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ヒント

• ［ネットワーク プロファイル］>「アクティブなプロファイル」>［802.11b セッテイ］> EAP を選

択して、EAP のユーザ名とパスワードを入力または変更できます。P.12 の「ユーザ名とパスワー

ドの設定」を参照してください。

• 最初にシステム管理者に問い合せてから、ネットワーク プロファイルの設定の変更を行ってくだ

さい。

• システム管理者に問い合せると、［ネットワーク プロファイル］メニューのメニュー オプションお

よび設定について詳しい情報がわかります。
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電話設定の使用

呼出音、電話スクリーン、および電話ロック設定を調整して、Cisco Unified Wireless IP Phone を個人設

定できます。

呼び出しのカスタマイズ

呼び出しトーンや画面の設定などの設定を調整することにより、電話機をカスタマイズすることがで

きます。

目的 操作

回線ごとに呼出音を変更する 1. ［メニュー］>［デンワノセッテイ］>［ヨビダシオントーン］>
［ヨビダシオントーンノセンタク］を選択します。

2. 電話回線またはデフォルトの呼出音の設定を選択します。

3. 呼出音を選択して、サンプルを再生します。

選択した呼び出しトーンが再生され、その横に が表示されます。 

4. ［モドル］を押して［デンワノセッテイ］に戻ります。

（注） 2 つのデフォルトの呼び出しトーン、およびユーザがダ
ウンロードした 1 つの呼び出しトーンの中から選択で
きます。 
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ヒント

• 場合によっては、ユーザ オプション Web ページの［電話の呼び出し音設定を変更］にアクセスす

る前に、システム管理者が電話機でこのオプションを有効にする必要があります。

• 通常、デフォルトのシステム ポリシーに従って、新しいボイス メッセージの受信時には常に電話

機のハンドセットのボイス メッセージ ライトが点灯します。

• プロファイルを設定するメニューにアクセスすると、システム管理者の電話機の設定方法によっ

て、画面に電話ステータスしか表示されないことがあります。

Cisco Unified CallManager からの

呼び出しトーンのダウンロード

1. ［メニュー］>［デンワノセッテイ］>［ヨビダシオントーン］を

選択します。

2. ［ヨビダシオントーンノダウンロード］までスクロールして選択

します。

3. リストで目的の呼び出しトーンにスクロールして、選択します。 

4. を押して［サイセイ］を表示し、そのキーを押して選択した

呼び出しトーンを聞きます。

ダウンロードした呼び出しトーンの横に が表示されます。 

5. ［モドル］を押して［デンワノセッテイ］に戻ります。

（注） ダウンロードした呼び出しトーンが電話機の呼び出し
トーンのリストに表示されます。

ヘッドセットの呼出音を選択す

る

1. ［メニュー］>［デンワノセッテイ］>［ヨビダシオントーン］を

選択します。

2. ［出力］までスクロールして選択します。

3. スピーカまたはヘッドセットの呼出音出力までスクロールして

選択します。

選択した出力の横に が表示されます。 

4. ［モドル］を押して［デンワノセッテイ］に戻ります。

電話機の呼出音の音量レベルを

調節する

P.54 の「ユーザ プロファイルの設定の変更」を参照してください。

目的 操作
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電話スクリーンのカスタマイズ

電話スクリーンの特徴とメッセージを調整することができます。

目的 操作

電話画面の起動メッセージ

の変更

1. ［メニュー］>［デンワノセッテイ］>［グリーティング メッセー

ジ］を選択します。

2. ［ヘンシュウ］を押します。

3. メッセージを 15 文字以内で入力します。P.48 の「テキストの入力

と編集」を参照してください。

4. OK を押して変更内容を保存し、［モドル］を押して［デンワノセッ

テイ］に戻ります。

メインの電話画面メッセー

ジの変更

1. ［メニュー］>［デンワノセッテイ］>［ショキガメン メッセージ］

を選択します。

2. ［ヘンシュウ］を押します。

3. メッセージを 10 文字以内で入力します。P.48 の「テキストの入力

と編集」を参照してください。

4. OK を押して変更内容を保存し、［モドル］を押して［デンワノセッ

テイ］に戻ります。

電話画面のバックライトの

変更

1. ［メニュー］>［デンワノセッテイ］>［バックライト］を選択します。

2. ［オフ］または［オン］までスクロールして、［センタク］を押します。 

電話画面のフォントを変更

する

1. ［メニュー］>［デンワノセッテイ］>［フォント］を選択します。

2. XML または［インターナル］までスクロールして、［センタク］を

押します。 

行テキストのラベルを変更

する

1. ユーザ オプション Web ページにログインします。P.70 の「ユーザ

オプション Web ページへのアクセス」を参照してください。

2. 行ラベルの設定を変更します。 

電話スクリーンの言語を変

更する。

1. ユーザ オプション Web ページにログインします。P.70 の「ユーザ

オプション Web ページへのアクセス」を参照してください。

2. 言語の設定を変更します。 
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電話ロックの設定の変更

電話ロック機能を有効にすることによって電話機へのアクセスを保護することができます。電話機の

電源をオンにした後で、電話機が無線ネットワークで認証する前に、パスワードを入力する必要があ

ります。

ヒント

• 電話ロック機能が有効でパスワードを変更していない場合、12345（デフォルトのパスワード）を

入力し、電話ロックを解除します。

• 電話ロックのパスワードを変更して忘れた場合、システム管理者に連絡して電話ロックを解除しリ

セットしてもらいます。個人設定および電話帳エントリがすべて削除されます。

目的 操作

電話機の電源をオンにすると

ロック解除するパスワードの入

力を要求する

1. ［メニュー］>［デンワノセッテイ］>［デンワロック］を選択

します。

2. ［オン / オフ］までスクロールして選択します。

3. 次のいずれかの操作を実行してから、［センタク］を押します。

• ［オフ］までスクロールして電話ロックを無効にします。 

• 電話ロックのパスワードを要求する場合は、［オン］にします。

電話ロックのパスワードを変更

する

1. ［メニュー］>［デンワノセッテイ］>［デンワロック］を選択

します。

2. ［パスワード］までスクロールして選択します。

3. ［ヘンシュウ］を押して電話ロックのパスワード（* や # を含

む 10 文字まで）を入力します。 

4. OK を押して変更内容を確認し、［モドル］を押して［デンワ

ノセッテイ］に戻ります。

（注） デフォルトのパスワードは、12345 に設定されていま
す。
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キーパッドの自動ロック設定

一定時間が経過するとキーパッドが自動的にロックされるように電話機を設定できます。

ヒント

• 誤ってキーを押したりコールをリダイヤルしたりするのを防止するには、自動キーロック機能を使

用します。

• 自動ロック機能は、電話機がアイドル状態で、メイン画面が表示されている場合にのみ有効になり

ます。

目的 操作

電話機の使用後にキーパッドを

自動的にロックする

1. ［メニュー］>［デンワノセッテイ］>［ジドウキーロック］を

選択します。

2. 次の時間間隔のいずれかまでスクロールして選択します。

• ジドウ 15 ビョウ

• ジドウ 30 ビョウ

• ジドウ 60 ビョウ

（注） ［ジドウキーロック］オプションの下の に、選択し
た間隔が表示されます。

キーパッドのロック解除 1. キーを押し続けます。

画面に「キーロックオフ ?」と表示されます。

2. OK を押すと アイコンが消えます。

自動キーパッド ロックをオフ

にする

1. ［メニュー］>［デンワノセッテイ］>［ジドウキーロック］を

選択します。

2. ［オフ］までスクロールして選択します。

（注） ［ジドウキーロック］オプションの下の［オフ］の横に、

が表示されます。

#
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履歴およびディレクトリの使用

この項では、履歴とディレクトリの使用方法について説明します。メニューを使用してそれらの機能

にアクセスします。

履歴の使用

電話機には、コールに関する不在履歴、発信履歴、および着信履歴が記録されています。

目的 操作

履歴を表示する 1. ［メニュー］>［デンワリレキ］を選択します。 

2. ［フザイリレキ］、［チャクシンリレキ］、または［ハッシンリレキ］に

スクロールして選択します。

3. 該当の番号にスクロールして、［ショウサイ］を押し、通話の情報を参

照します。

履歴を削除する 1. ［メニュー］>［デンワリレキ］を押します。 

2. ［デンワリレキノショウキョ］にスクロールして選択します。

3. OK を押します。この操作により、すべての履歴のすべてのレコード

が消去されます。または、［キャンセル］を押します。

履歴からダイヤルする

（別のコールに接続され

ていない場合）

1. ［メニュー］>［デンワリレキ］を選択します。 

2. ［フザイリレキ］、［チャクシンリレキ］、または［ハッシンリレキ］に

スクロールして選択します。

3. ダイヤルする番号にスクロールして、［ショウサイ］を押します。 

4. 表示された番号を編集する（プレフィクスの追加や削除など）には、

［ヘンシュウ］を押し、次に または を押してカーソルの位置を変更

します。キーパッドを使用して数字を入力するか、［クリア］を押して

番号を削除します。

5. を押して番号をダイヤルします。
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ディレクトリからのダイヤル

設定によっては、自分の電話機から、個人の電話帳、社内ディレクトリ、および個人ディレクトリ機

能にアクセスできます。

• 電話帳：電話機に設定する個人的な連絡先。詳細については、P.46 の「電話帳の使用方法」を参照

してください。

• 社内ディレクトリ：電話機でアクセスできる企業内の連絡先です。社内ディレクトリは、システム

管理者によって設定、管理されます。

• 個人ディレクトリ：用意されている場合、個人が設定できる個人の連絡先とそれに対応する短縮ダ

イヤル コードです。電話機やユーザ オプション Web ページからアクセスできます。個人ディレク

トリは、個人アドレス帳（PAB）とファースト ダイヤルで構成されます。

－ PAB は、個人用連絡先のディレクトリです。

－ ファースト ダイヤルでは、PAB エントリにコードを割り当てて、すばやくダイヤルすること

ができます。

電話機での社内ディレクトリの使用

社内ディレクトリを使用して、同僚にコールを発信できます。

ヒント

電話スクリーンでの文字入力には、キーパッドの数字を使用します。入力フィールド間を移動するに

は、電話機のナビゲーション ボタンを使用します。

目的 操作

社内ディレクトリからダイヤル

する（別のコールに接続されて

いない場合）

1. ［メニュー］>［ディレクトリ］>［シャナイディレクトリ］（名

前は異なる場合があります）を選択します。

2. キーパッドを使用して名前を入力します。

3. ［ケンサク］を押します。

4. リストまでスクロールし、［ダイヤル］または を選択します。
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電話機での個人ディレクトリの使用

個人ディレクトリ機能は、個人アドレス帳（PAB）とファースト ダイヤルで構成されます。この項で

は、電話機での個人ディレクトリの設定方法および使用方法について説明します。または、P.71 の
「Web での個人ディレクトリの使用」を参照してください。

目的 操作

個人ディレクトリにアクセスす

る（PAB およびファースト ダイ

ヤル コード）

1. ［メニュー］>［サービス］>［パーソナルディレクトリ］（名前

は異なる場合があります）。 

2. Cisco Unified Call Manager のユーザ ID と PIN を入力して、［ソ

ウシン］を押します。 

PAB エントリを検索する 1. 個人ディレクトリにアクセスし、［コジンアドレスチョウ］を選

択します。 

2. 検索条件を入力し、［ソウシン］を押します。

3. ［マエへ］または［ツギヘ］を選択してリスト内を移動できます。 

4. 必要な PAB リスト項目を強調表示して、［センタク］を押しま

す。

PAB エントリからダイヤルする 1. リストを検索します。

2. リストを強調表示して、［センタク］を押します。

3. ［ダイヤル］を押します（必要に応じて、 または を押して［ダ

イヤル］を表示します）。

4. 参加者の電話番号を入力します。

5. ダイヤルする番号を強調表示して、OK を押します。

6. OK をもう一度押して番号をダイヤルします。

PAB エントリを削除する 1. リスト項目を検索します。

2. リストを強調表示して、［センタク］を押します。

3. ［サクジョ］を押します。 

4. OK を選択して、削除を確認します。

PAB エントリを編集する 1. リスト項目を検索します。

2. リストを強調表示し、［ヘンシュウ］を押して、名前またはメー

ル アドレスを修正します。 

3. 必要に応じて、［デンワ］を選択して、電話番号を修正します。 

4. ［コウシン］を押します。
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新しい PAB エントリを追加す

る

1. 個人ディレクトリにアクセスし、［コジンアドレスチョウ］を選

択します。 

2. ［ソウシン］を選択して、［ケンサク］ページにアクセスします

（最初に検索情報を入力する必要はありません）。

3. ［シンキ］を押します。

4. 電話機のキーパッドを使用して、名前および電子メール情報を

入力します。

5. ［デンワ］を選択し、キーパッドを使用して電話番号を入力しま

す。必要なアクセス コード（9 または 1 など）を必ず含めます。

6. ［ソウシン］を選択して、データベースにエントリを追加します。

ファースト ダイヤル コードを

PAB エントリに割り当てる

1. PAB エントリを検索します。

2. リスト項目を強調表示して、［センタク］を押します。

3. ［ファーストダイヤル］を押します。

4. ダイヤルする番号を強調表示して、［センタク］を押します。

5. 番号に割り当てるファースト ダイヤル コードを強調表示して、

［センタク］を押します。

新しいファースト ダイヤル

コードを追加する（PAB エント

リを使用しない場合）

1. ［メニュー］>［サービス］>［パーソナルディレクトリ］>［コ

ジンファーストダイヤル］を選択します。

2. ［ファーストダイヤル］を押します。

3. 割り当てられていないファースト ダイヤル コードを強調表示

して、［センタク］を押します。

4. ［ワリアテ］を押します。

5. 電話番号を入力します。

6. ［コウシン］を押します。

ファースト ダイヤル コードを

検索する

1. ［メニュー］>［サービス］>［パーソナルディレクトリ］>［コ

ジンファーストダイヤル］を選択します。 

2. ［マエへ］または［ツギヘ］を選択してリスト内を移動できます。 

3. 必要なリストを強調表示して、［センタク］を押します。

ファースト ダイヤル コードを

使用してコールを発信する

1. ファースト ダイヤル コードを検索します。

2. 必要なリストを強調表示して、［センタク］を押します。

3. ［ダイヤル］を押します。

4. OK を選択して、操作を完了します。

目的 操作
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ヒント

• システム管理者は、ユーザが個人ディレクトリにログインするために必要なユーザ ID と PIN を提

供できます。 

• 一定の時間が経過すると、個人ディレクトリから自動的にログアウトされます。この時間制限は、

設定によって異なります。詳細については、システム管理者にお問い合せください。

• 電話スクリーンでの文字入力には、キーパッドの数字を使用します。入力フィールド間を移動する

には、電話機のナビゲーション ボタンを使用します。

ファースト ダイヤル コードを

削除する

1. ファースト ダイヤル コードを検索します。

2. 必要なリスト項目を強調表示して、［センタク］を押します。

3. ［サクジョ］を押します。

個人ディレクトリからログアウ

トする

1. ［メニュー］>［サービス］>［パーソナルディレクトリ］（名前

は異なる場合があります）。

2. ［ログアウト］を選択します。

目的 操作
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ボイス メッセージへのアクセス

電話機に「ボイスメールアリ」と表示された場合は、［メッセージ］メニューまたはショートカット

キー を使用してメッセージにアクセスできます。

（注） お使いの電話機システムが使用するボイス メッセージ サービスは、会社によって決定されま

す。詳細については、ボイス メッセージ サービスに付属のマニュアルを参照してください。

目的 操作

ボイス メッセージ サービスの

個人設定を行う

1. ［メニュー］>［メッセージ］を押します。 

2. ［ボイスメール ボックス］を選択して音声ガイダンスに従いま

す。 

ボイス メッセージ サービスのデフォルトのパスワードは、シス

テム管理者が用意します。

新しいボイス メッセージの着

信を確認する

電話機に表示されるインジケータ：電話スクリーンには、メッセー

ジ受信アイコン とテキスト メッセージが表示されます。

ボイス メッセージを聞く、また

はボイス メッセージ メニュー

にアクセスする

1. ［メニュー］>［メッセージ］を押します。 

2. ［ボイスメール ボックス］を選択して音声ガイダンスに従いま

す。 

3. パスワードを入力し、音声ガイダンスに従ってメッセージを聞

きます。

ショートカット キーを使用し

たボイス メッセージへのアク

セス

1. スタンバイ モードの場合は、 を押して離すとすぐにアクセ

スできます。

2. ボイス メッセージのパスワードを入力します。

3. 音声の指示に従ってメッセージを聞きます。

ボイス メッセージ システムに

コールを送信する

［ソクテンソウ］を押します。 

コール（呼び出し中や保留中のものも含む）がボイス メッセージ シ
ステムに自動転送されます。発信者はボイス メッセージの内容を聞

いて、メッセージを残すことができます。

1

1
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Web での電話機のカスタマイズ

Cisco Unified Wireless IP Phone 7920 は、社内のパーソナル コンピュータなど、他のネットワーク デバ

イスと情報を共有することのできるネットワーク デバイスです。コンピュータを使用して Cisco Unified
CallManager ユーザ オプション Web ページにログインできます。そのページから、Cisco Unified Wireless
IP Phone の機能、設定、およびサービスを制御できます。たとえば、ユーザ オプション Web ページか

ら短縮ダイヤル ボタンを設定できます。
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ユーザ オプション Web ページへのアクセス

この項では、ログイン方法と電話機の選択方法について説明します。

目的 操作

ユーザ オプション Web ページ

にログインする

1. ユーザ オプション の URL、ユーザ ID、およびデフォルトのパ

スワードをシステム管理者から入手します。

2. コンピュータで Web ブラウザを起動し、URL を入力してログ

インします。

3. セキュリティ設定を受け入れるプロンプトが表示されたら、［は

い］または［証明書のインストール］をクリックします。

Cisco Unified CallManager ユーザ オプションのメイン Web ペー

ジが表示されます。このページから［ユーザオプション］を選

択して、ユーザ設定、ディレクトリ機能、個人アドレス帳、お

よびファースト ダイヤルにアクセスできます。

または、電話機固有のオプションにアクセスするには、デバイ

スを選択します（次を参照）。

ログイン後にデバイスを選択す

る

1. ユーザ オプション Web ページにログインした後、［ユーザオプ

ション］>［デバイス］を選択します。

［デバイス設定］ページが表示されます。 

2. 複数のデバイスを割り当てられている場合は、該当するデバイ

ス（電話機のモデルまたはエクステンション モビリティ プロ

ファイル）が選択されていることを確認します。必要に応じて、

［名前］ドロップダウン メニューから別のデバイスを選択しま

す。

［デバイス設定］ページから、電話機で使用可能な各種設定オプ

ションすべてにアクセスできます（他のページでは、すべての

オプションにアクセスできない場合があります）。

－ ［ユーザオプション］を選択して、ユーザ設定、ディレクト

リ、個人アドレス帳、およびファーストダイヤルにアクセ

スします。

－ 回線の設定、電話機サービスの設定、および短縮ダイヤル

などの電話機固有のオプションにアクセスするには、ツー

ルバー ボタンを選択します。

別のページから［デバイス設定］ページに戻るには、［ユーザオ

プション］>［デバイス］を選択します。
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Web での機能およびサービスの設定

この項では、ログイン後、ユーザ オプション Web ページで機能およびサービスを設定する方法につい

て説明します。ログインについては、P.70 の「ユーザ オプション Web ページへのアクセス」を参照し

てください。

Web での個人ディレクトリの使用

コンピュータからアクセスできる個人ディレクトリ機能セットは、次の要素で構成されています。

• 個人アドレス帳（PAB）

• ファースト ダイヤル

• アドレス帳同期化ツール（TABSynch）

（注） PAB およびファースト ダイヤルには、電話機からアクセスすることもできます。P.65 の「電

話機での個人ディレクトリの使用」を参照してください。

Web での個人アドレス帳の使用方法

この項では、ユーザ オプション Web ページから PAB を使用する方法について説明します。

目的 ログイン後の操作

新しい PAB エントリを追加す

る

1. ［ユーザオプション］>［個人アドレス帳］を選択します。

2. ［新規］をクリックします。

3. エントリの情報を入力します。 

4. ［保存］をクリックします。

PAB エントリを検索する 1. ［ユーザオプション］>［個人アドレス帳］を選択します。

2. 検索情報を指定して、［検索］をクリックします。

PAB エントリを編集する 1. PAB エントリを検索します。

2. 名前またはニックネームをクリックします。

3. 必要に応じてエントリを編集して、［保存］をクリックします。 

PAB エントリを削除する 1. PAB エントリを検索します。

2. 1 つまたは複数のエントリを選択します。

3. ［選択項目の削除］をクリックします。
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Web でのファースト ダイヤルの設定

この項では、ユーザ オプション Web ページからファースト ダイヤルを割り当てる方法について説明し

ます。

目的 ログイン後の操作

ファースト ダイヤル コードを

PAB エントリに割り当てる

1. PAB エントリを作成します。P.71 の「Web での個人アドレス帳

の使用方法」を参照してください。

2. ［ユーザオプション］>［ファーストダイヤル］を選択します。

3. ［新規追加］をクリックします。

4. 必要に応じて、ファースト ダイヤル コードを変更します。

5. ［検索オプション］域を使用して、該当する PAB エントリを検

索します。 

6. ［検索結果］域の電話番号をクリックします。

7. ［保存］をクリックします。

ファースト ダイヤル コードを

電話番号に割り当てる（PAB エ
ントリを使用しない）

1. ［ユーザオプション］>［ファーストダイヤル］を選択します。

2. ［新規追加］をクリックします。

3. 必要に応じて、ファースト ダイヤル コードを変更します。

4. 電話番号を入力します。

5. ［保存］をクリックします。

ファースト ダイヤル エントリ

を検索する

1. ［ユーザオプション］>［ファーストダイヤル］を選択します。

2. 検索情報を指定し、［検索］をクリックします。

ファースト ダイヤル電話番号

を編集する

1. ［ユーザオプション］>［ファーストダイヤル］を選択します。

2. 編集するファースト ダイヤル エントリを検索します。

3. エントリのコンポーネントをクリックします。

4. 電話番号を変更します。

5. ［保存］をクリックします。

ファースト ダイヤル エントリ

を削除する

1. ファースト ダイヤルを検索します。

2. 1 つまたは複数のエントリを選択します。

3. ［選択項目の削除］をクリックします。
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ヒント

• 最大 500 個のファースト ダイヤルおよび PAB エントリを作成できます。

• PAB エントリを使用しなくても、新規のファースト ダイヤル エントリを作成できます。新規の

ファースト ダイヤル エントリは、ユーザ オプション Web ページで「raw」とラベル表示され、設

定可能なテキスト ラベルは表示されません。

アドレス帳同期化ツールの使用方法

アドレス帳同期化ツール（TABSynch）を使用して、既存の Microsoft Windows アドレス帳を（適用可

能な場合） PAB と同期化することができます。その後、Microsoft Windows アドレス帳のエントリは、

Cisco Unified Wireless IP Phone およびユーザ オプション Web ページからアクセスできるようになりま

す。システム管理者は、TABSynch へのアクセスおよび使用方法の詳しい説明を提供できます。

Web での短縮ダイヤルの設定

電話機は設定に応じて、次のような複数の短縮ダイヤル機能をサポートできます。

• 短縮ダイヤル番号

• 固定短縮ダイヤル

• ファースト ダイヤル

（注） 短縮ダイヤル機能の使用方法については、P.49 の「短縮ダイヤル」を参照してください。

目的 ログイン後の操作

短縮ダイヤル番号を設定する 1. デバイスを選択します。

2. ［短縮ダイヤル］をクリックします。

3. 電話スクリーンに表示する短縮ダイヤル番号の番号とラベルを

入力します。

4. ［保存］をクリックします。

（注） 2 バイト文字セットをサポートしていない電話機は、
ASCII ラベル フィールドを使用します。
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ヒント

最大 6 個の番号（回線と短縮ダイヤル番号の組み合わせ）を電話スクリーンに表示できます。この代

わりには、固定短縮ダイヤルまたはファースト ダイヤルを使用してください。

Web での電話機サービスの設定

電話機サービスには、特殊な電話機の機能、ネットワーク データ、Web ベースの情報（株式相場や映

画情報など）が含まれます。電話機サービスにアクセスする前に、まず電話機サービスに登録する必

要があります。

固定短縮ダイヤルを設定する 1. デバイスを選択します。

2. ［短縮ダイヤル］をクリックします。

3. 固定短縮ダイヤル コードの番号とラベルを入力します。

4. ［保存］をクリックします。

ファースト ダイヤルを設定す

る

P.72 の「Web でのファースト ダイヤルの設定」を参照してください。 

電話機からファースト ダイヤルを設定することもできます。P.65 の
「電話機での個人ディレクトリの使用」を参照してください。

目的 ログイン後の操作

サービスに登録する 1. デバイスを選択します。

2. ［電話サービス］をクリックします。

3. ［新規追加］をクリックします。

4. ドロップダウン リストからサービスを選択して、［次へ］をクリック

します。

5. 可能な場合は、サービス ラベルを変更したり、追加のサービス情報を

入力したりします。（オプション） 

6. ［保存］をクリックします。

サービスを検索する 1. デバイスを選択します。

2. ［電話サービス］をクリックします。

3. ［検索］をクリックします。

目的 ログイン後の操作
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サービスを変更または解

除する

1. サービスを検索します。

2. 1 つまたは複数のエントリを選択します。

3. ［選択項目の削除］をクリックします。

サービス名を変更する 1. サービスを検索します。

2. サービス名をクリックします。

3. 情報を変更して、［保存］をクリックします。

使用可能なスクリーン ス
ロットにサービスを追加

する

1. デバイスを選択します。

2. ［サービス URL］をクリックします。

（注） このオプションが表示されない場合は、電話機のサービス
URL ボタンの設定をシステム管理者に依頼します。

3. ［ボタン サービス］ドロップダウン リストからサービスを選択します。

4. サービスの名前を変更する場合は、ラベル フィールドを編集します。

（注） 2 バイト文字セットをサポートしていない電話機は、ASCII ラ
ベル フィールドを使用します。

5. ［保存］をクリックします。

6. ［リセット］をクリックして、電話機をリセットします（新しいラベル

を電話機に表示するために必要です）。

電話機からサービスにア

クセスする

［メニュー］>［サービス］>（サービス名）を選択します。

目的 ログイン後の操作
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Web でのユーザ設定の制御

ユーザ設定には、パスワード、PIN、および言語（ロケール）の設定が含まれます。

ヒント

PIN およびパスワードを使用して、さまざまな機能およびサービスにアクセスできます。たとえば、PIN
は、電話機で Cisco エクステンション モビリティまたは個人ディレクトリにログインするために使用

します。パスワードを使用して、コンピュータでユーザ オプション Web ページおよび Cisco WebDialer
にログインします。詳細については、システム管理者にお問い合せください。

目的 ログイン後の操作

パスワードを変更する 1. ［ユーザオプション］>［ユーザ設定］を選択します。

2. ［ブラウザのパスワード］域に情報を入力します。

3. ［保存］をクリックします。

PIN を変更する 1. ［ユーザオプション］>［ユーザ設定］を選択します。

2. ［電話の PIN］域に情報を入力します。

3. ［保存］をクリックします。

ユーザ オプション Web ページ

の言語（ロケール）を変更する

1. ［ユーザオプション］>［ユーザ設定］を選択します。

2. ［ユーザロケール］域の［ロケール］ドロップダウン リストか

ら項目を選択します。

3. ［保存］をクリックします。

電話スクリーンの言語（ロケー

ル）を変更する

1. ［ユーザオプション］>［デバイス］を選択して、［デバイス設

定］ページに移動します。

2. ［ユーザロケール］ドロップダウン リストから項目を選択しま

す。

3. ［保存］をクリックします。
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Web での回線設定の制御

回線設定は、電話機の特定の電話回線（電話番号）に影響します。回線の設定には、コール転送や回

線ラベルなどが含まれます。

（注） • （プライマリ電話回線の）コール転送を、電話機で直接設定できます。P.31 の「すべての
コールの別の電話番号への転送」を参照してください。 

• 電話機で直接アクセスできる電話機の設定については、P.58 の「電話設定の使用」を参照
してください。

目的 ログイン後の操作

回線ごとにコール転送を設定す

る

1. デバイスを選択します。

2. ［回線の設定］をクリックします。

3. 電話機に割り当てられている電話番号（回線）が複数ある場合

は、対象の回線が選択されていることを確認します。または、

新しい回線を選択します。

4. ［着信コールの転送］域で、各種条件のコール転送設定を選択し

ます。 

5. ［保存］をクリックします。

電話スクリーンに表示する回線

テキスト ラベルを変更または

作成する

1. デバイスを選択します。

2. ［回線の設定］をクリックします。

3. 電話機に割り当てられている電話番号（回線）が複数ある場合

は、対象の回線が選択されていることを確認します。または、

新しい回線を選択します。

4. ［回線のテキスト ラベル］域に、テキスト ラベルを入力します。

5. ［保存］をクリックします。

（注） 2 バイト文字セットをサポートしていない電話機は、
ASCII ラベル フィールドを使用します。
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Cisco WebDialer の使用

Cisco WebDialer を使用すると、Web ブラウザ内の項目をクリックして、Cisco Unified Wireless IP Phone
からディレクトリの連絡先にコールを発信できます。この機能は、システム管理者に設定を依頼する

必要があります。

目的 操作

ユーザ オプション ディレクト

リで WebDialer を使用する

1. ユーザ オプション Web ページにログインします。P.70 の「ユー

ザ オプション Web ページへのアクセス」を参照してください。

2. ［ユーザオプション］>［ディレクトリ］を選択して、同僚を検

索します。

3. ダイヤルする番号をクリックします。

4. WebDialer を初めて使用する場合は、初期設定を行い、［送信］

をクリックします（詳細については、この表の最後の項目を参

照してください）。

5. コールの開始ページが表示される場合は、［ダイヤル］をクリッ

クします（今後このページを表示したくない場合、その方法の

詳細については、この表の最後の項目を参照してください）。

これで電話機からコールが発信されます。

6. コールを終了するには、［コールの終了］をクリックするか、電

話を置きます。

別のオンライン社内ディレクト

リ（自分のユーザ オプション

デ ィレ クトリ ではな い）で

WebDialer を使用する

1. WebDialer 対応の社内ディレクトリにログインして、同僚を検

索します。

2. ダイヤルする番号をクリックします。

3. プロンプトが表示されたら、ユーザ ID とパスワードを入力しま

す。

4. WebDialer を初めて使用する場合は、初期設定を行い、［送信］

をクリックします（詳細については、この表の最後の項目を参

照してください）。

5. コールの開始ページが表示される場合は、［ダイヤル］をクリッ

クします（今後このページを表示したくない場合、その方法の

詳細については、この表の最後の項目を参照してください）。

これで電話機からコールが発信されます。

6. コールを終了するには、［コールの終了］をクリックするか、電

話を置きます。
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WebDialer からログアウトする コールの開始ページまたはコールの終了ページで、ログアウト アイ

コンをクリックします。

WebDialer を初期設定、表示、ま

たは変更する

［初期設定］ページにアクセスします。

［初期設定］ページは、WebDialer を初めて使用するときに表示され

ます（ダイヤルする番号をクリックした後）。

［初期設定］に戻る場合は、コールの開始ページまたはコールの終

了ページの初期設定アイコンをクリックします。

［初期設定］ページには、次のオプションがあります。

• 優先する言語：WebDialer の設定およびプロンプトで使用する

言語を指定します。

• 常設の電話を使う：WebDialer コールの発信に使用する Cisco
Unified Wireless IP Phone および電話番号（回線）を指定します。

1 本の回線に 1 台の電話機がある場合、該当する電話機および

回線が自動的に選択されます。それ以外の場合は、電話機およ

び回線（またはそのいずれか）を選択します。電話機はホスト

名で指定します（電話機にホスト名を表示するには、［メニュー］

>［ネットワークの設定］>［ホスト名］を選択します）。

• エクステンションモビリティを使用する：選択した場合、エク

ステンション モビリティ プロファイル（使用可能な場合）と関

連付けられた Cisco Unified Wireless IP Phone を使用するように

WebDialer にプロンプトが表示されます。

• コールの確認ダイアログを表示しない：選択した場合、

WebDialer がコールの開始ページを表示しないようにプロンプ

ト表示されます。このページは、WebDialer が有効なオンライ

ン ディレクトリの電話番号をクリックした後に、デフォルトで

表示されます。

目的 操作
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その他の設定オプションについて

システム管理者は必要に応じて、特別なサービスや機能のほかに、特別なソフトキーのテンプレート

を使用するように電話機を設定できます。次の表は、設定オプションの概要について説明しています。

コールの需要や作業環境に応じたオプションの設定について、電話機のシステム管理者と相談すると

きに役立ちます。

（注） この表に記載されているユーザ ガイドやその他のマニュアルには、

http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/voice/c_ipphon/index.htm からアクセスできます。

目的または状態 操作 参照先または問い合せ先

回線が処理できるコール

数を増やす必要がある

回線がサポートするコール数を増やすよ

うに、システム管理者に設定を依頼しま

す。

システム管理者または電話機の

サポート チームにお問い合せ

ください。

電話回線が 1 本では足り

ない

追加の電話番号の設定をシステム管理者

に依頼します。 
システム管理者または電話機の

サポート チームにお問い合せ

ください。

電話機が呼び出し中また

は使用中のときに表示す

る、［ミュート］や［ソク

テンソウ］などの別のソ

フトキーを使用する必要

がある。

新しいソフトキー テンプレートを設定

してユーザの電話機に割り当てるようシ

ステム管理者に依頼します。

システム管理者または電話機の

サポート チームにお問い合せ

ください。

短縮ダイヤル番号が足り

ない

まず、現在利用可能な短縮ダイヤル番号

をすべて使用しているかどうかを確認し

ます。

追加の短縮ダイヤル ボタンが必要な場

合は、固定短縮ダイヤル機能の使用また

はファースト ダイヤル サービスへの登

録を検討してください。 

次の説明を参照してください。

• P.49 の「短縮ダイヤル」

• P.76 の「Web でのユーザ設

定の制御」

http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/voice/c_ipphon/index.htm
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1 つの電話番号を複数の

電話機で使用する

共有回線が必要です。共有回線を使用す

ることで、たとえば 1 つの番号を卓上の

電話機と Cisco Unified Wireless IP Phone
で使用することができます。

P.38 の「共有回線の使用」を参

照してください。

電話機やオフィス スペー

スを同僚と共有している

次の機能の導入を検討してください。

• コール パーク：転送機能を使用せず

にコールを保存、および取得できま

す。

• コール ピックアップ：別の電話機で

鳴っているコールに応答できます。

• 共有回線：同僚のコールを表示また

はそれに参加できます。

• Cisco エクステンション モビリティ：

自分の電話番号とユーザ プロファ

イルを共有の電話機に適用できま

す。

これらの機能については、シス

テム管理者にお問い合せくださ

い。また、次の説明を参照して

ください。

• P.41 の「パークされている

コールの保存と取得」

• P.38 の「共有回線の使用」

• P.43 の「Cisco エクステン

ション モビリティの使用」

頻繁にコールに応答す

る、または他の人の代理

でコールを処理する

電話機の自動応答機能を設定するよう

に、システム管理者に依頼します。

P.26 の「コールへの応答」を参

照してください。

自分の電話番号と設定を

共有の Cisco IP Phone に
一時的に適用する

Cisco エクステンション モビリティ サー

ビスについてシステム管理者に問い合せ

ます。

P.43 の「Cisco エクステンション

モビリティの使用」を参照して

ください。

目的または状態 操作 参照先または問い合せ先
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電話機のトラブルシューティング

この項では、Cisco Unified Wireless IP Phone のトラブルシューティングに関する情報を記載します。

一般的なトラブルシューティング

この項では、電話機に関する一般的な問題の解決に役立つ情報について説明します。詳細については、

システム管理者にお問い合せください。

症状 説明

コールを完了できない  次の状況の 1 つまたは複数が当てはまります。

• エクステンション モビリティ サービスにログインする必要が

あります。

• CMC または認証に必要な FAC を入力してから番号をダイヤル

する必要があります。

• 電話機に時間制限が設定されていて、一日の特定の時間帯に一

部の機能が使用できなくなっています。

設定メニューが反応しない システム管理者が、電話機の設定機能を無効にした可能性がありま

す。

使用するソフトキーが表示され

ない

次の状況の 1 つまたは複数が当てはまります。

• または を押して、その他のソフトキーを表示する必要があ

ります。

• 回線状態を変更する必要があります（たとえば、電話をかける

か、コールを接続するなど）。

• そのソフトキーに対応する機能をサポートするように電話機が

設定されていません。

［サンカ］に失敗する ［サンカ］を実行するには、複数のコールを選択する必要がありま

す。アクティブ コールは自動的に選択されるので、それ以外に、少

なくとも 1 つのコールが選択されていることを確認してください。

また［サンカ］を実行するには、選択されたコールがすべて同じ回

線上にある必要があります。必要に応じて、［サンカ］を実行する

前にコールを 1 本の回線上に転送してください。
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電話管理データの表示

システム管理者からの依頼で、トラブルシューティングのために、電話機の管理データにアクセスす

る必要が生じることがあります。

Quality Reporting Tool の使用方法

パフォーマンスに関する問題のトラブルシューティングに役立てるために、システム管理者により一

時的に、電話機に Quality Reporting Tool（QRT）が設定されることがあります。［ヒンシツ］を押して、

情報をシステム管理者に送信できます。設定に応じて、QRT は次の用途に使用します。

• 現在のコールの音声の問題をすぐにレポートする

• カテゴリのリストから一般的な問題を選択し、理由コードを選択する

［ワリコミ］に失敗し、速いビ

ジー音が聞こえる

使用している電話機に暗号化機能が設定されていない場合、暗号化

されたコールには割り込みできません。この理由によって割り込み

の試行が失敗すると、電話機で速いビジー音が聞こえます。

［ワリコミ］を使用して参加した

コールが切断される

コールが保留状態になるか、転送されるか、または電話会議に切り

替えられた場合、［ワリコミ］を使用して参加しているコールから、

ユーザは切断されます。

Cisco CallBack が失敗する 通話相手がコール転送機能を有効にしている可能性があります。

目的 操作

ネットワーク構成データにアク

セスする

［メニュー］>［ネットワークノセッテイ］を選択し、表示するネッ

トワーク設定項目を選択します。

ステータス データにアクセス

する

［メニュー］>［デンワノセッテイ］>［デンワステータス］を選択

し、表示するステータス項目を選択します。

無線ネットワーク情報へのアク

セス

［メニュー］>［ネットワークノセッテイ］>［802.11b セッテイ］を

選択し、表示する無線ネットワーク情報を選択します。

電話のコールと音声品質情報に

アクセスする

［メニュー］>［デンワノセッテイ］>［デンワステータス］>［コー

ルノトウケイ］を選択します。

症状 説明
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シスコ製品（ハードウェア）に関する
1 年間の限定保証規定

保証期間内にお客様が受けられるハードウェアの保証およびサービスに関して適用される特別な条件

があります。シスコのソフトウェアに適用される保証を含む正式な保証書は、Cisco Documentation CD
および Cisco.com から参照できます。次の手順を実行して CD から、あるいは Cisco.com から Cisco
Information Packet、および保証書にアクセスし、これらをダウンロードしてください。

1. ブラウザを起動し、次の URL に進みます。

http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/es_inpck/cetrans.htm

Warranties and License Agreements ページが表示されます。

2. Cisco Information Packet を表示するには、次の手順を実行します。

a. Information Packet Number フィールドをクリックし、製品番号 78-5235-03B0 が選択されてい
ることを確認します。

b. 文書を表示する言語を選択します。

c. Go をクリックします。 

d. Information Packet の Cisco Limited Warranty and Software License ページが表示されます。

e. このページから文書をオンラインで見ることも、PDF アイコンをクリックして、文書を PDF
（Adobe Portable Document Format）形式でダウンロードし、印刷することもできます。

（注） PDF ファイルを表示し、印刷するには、Adobe Acrobat Reader が必要です。これは、
Adobe の Web サイト http://www.adobe.com からダウンロードできます。

3. お手持ちの製品について、翻訳またはローカライズされた保証情報を表示するには、次の手順を実

行します。

a. Warranty Document Number フィールドに、次の製品番号を入力します。

78-10747-01C0
b. 文書を表示する言語を選択します。

c. Go をクリックします。 
Cisco warranty ページが表示されます。

d. このページから文書をオンラインで見ることも、PDF アイコンをクリックして、文書を PDF
（Adobe Portable Document Format）形式でダウンロードし、印刷することもできます。

http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/es_inpck/cetrans.htm
http://www.adobe.com
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また、Cisco Service and Support の Web サイトにアクセスして、サポートを受けることもできます。

http://www.cisco.com/public/Support_root.shtml

ハードウェア保証期間

1 年間

ハードウェアに関する交換、修理、払い戻しの手順

シスコ、またはその代理店では、Return Materials Authorization（RMA）要求を受領してから、10 営業

日以内に交換部品を出荷するように商業上合理的な努力をいたします。お届け先により、実際の配達

所要日数は異なります。

シスコは購入代金を払い戻すことにより一切の保証責任とさせて頂く権利を留保します。

Return Materials Authorization（RMA）番号の入手

製品を購入されたシスコの代理店にお問い合せください。製品を直接シスコから購入された場合は、シ

スコの営業担当者にお問い合せください。 

次の項目を記入して、参照用に保管してください。

製品の購入先

購入先担当者の電話番号

製品モデル番号

製品シリアル番号

メンテナンス契約番号

http://www.cisco.com/public/Support_root.shtml
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